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は じ め に�
�

　この度、深浦町社会福祉協議会では、住民代表、有識者、福祉関係団体及び教育関係者、

本会役職員で組織する深浦町地域福祉活動計画策定委員会を設置し、第２次深浦町地域福

祉活動計画を策定いたしました。�

　この計画は、平成２５年度から５年間にわたって進行してきた「第１次地域福祉活動計

画」の期間満了により、住民の意識調査やこれまでの活動の経過を踏まえ策定したもので

すが、この５年間の中で、社会福祉法が一部改正、生活困窮者自立支援法の施行、介護保

険制度の総合事業への移行や成年後見制度利用促進法の施行など、大きな制度改正が行わ

れました。�

　現在、少子高齢化が一層進行する中で、核家族化、価値観の多様化などによる家庭の孤

立化や個人主義化が進み、家族の絆や地域のつながりが希薄化するなど、福祉を取り巻く

社会環境が大きく変化してきており、深浦町においても例外ではありません。�

　特に、地域の商店や、医療機関が減少するなど、住民の福祉ニーズは多様化してきてお

り、だれもが住み慣れた地域で安心して自分らしく生活をおくるためには、お互いに助け

合い、支え合う地域社会づくりが求められています。�

　国では、今後の地域力強化に向けた方向性として、「我が事」・「丸ごと」地域共生社会

づくりの基本コンセプトを基に、新たな地域包括支援体制を進める施策を示しています。�

　このような中で、社会福祉協議会は、社会福祉法において地域福祉を推進する中核とし

ての役割を持つ団体と位置付けられており、地域でのあらゆる生活課題への対応や問題解

決のため、行政や関係機関と連携し、早期のニーズ発見に努めるとともに、地域の持つ潜

在的な予防的機能や支援的機能を掘り起こし、地域住民が問題解決に主体的に関われるよ

う支援して行くことが求められています。�

　この地域福祉活動計画は、今後５年間の深浦町社会福祉協議会の活動の基本となるべき

ものですが、計画を確実に実行、評価していくためには、町民の皆様、関係機関団体の皆

様のより一層のご支援ご協力なしに実行できるものではございません。今後もお力添えを

賜りますようお願い申し上げます。�

　終りに、本計画策定にあたり、多大なるご尽力をいただいた策定委員の皆様をはじめ、

ご協力をいただいた関係者の皆様に対し、心からお礼申し上げます。�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０ 年３ 月�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人　深浦町社会福祉協議会�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　　新　岡　重　治�
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�

１　計画策定の趣旨�
�
　本会では、平成２５（2013）年度からの５年間を期間とした第１次地域福祉活動計

画を策定し、中長期的な展望をもち、深浦町の地域福祉活動に取り組んできました。

これまでの５年間で計画どおり実行し、成果を得られたものもあれば、更なる取組み

や新たな取組みを必要とするものもありました。特に、社会福祉法人改革に伴う社会

福祉法の一部改正では、社会福祉法人としての組織管理体制の強化や透明性の確保、

住民主体の地域福祉活動の一層の強化が求められ、社会福祉協議会（以下「社協」と

いう。）の役割も重要視されています。�

　そこで、第１次地域福祉活動計画の期間満了に伴い、５年間の計画の実施状況を適

正に評価し、現在の深浦町の環境や社会情勢、本会の経営状況、住民ニーズ等を調査

分析し、改めて、本会の進むべき将来像を再確認し、今後５年間の実施計画を定め、

確実に実行していくため、第２次深浦町地域福祉活動計画を策定します。�

�

２　深浦町の概要�
�
　深浦町は、青森県西南部の西津軽郡に位置し、東は鰺ヶ沢町、西は日本海に面し、

南は秋田県と接しています。�

　地形は海岸から山岳地帯まで変化に富んでおり、ユネスコ世界遺産に登録されてい

る白神山地や津軽国定公園など、美しい自然環境の町です。海岸線まで険しい山岳地

帯が迫っており、総面積４８８．８６k㎡のうち、森林原野等の割合が約９５％を占め

ています。�

　気候は、対馬海流の影響で沿岸部の積雪は少ないものの、山間部は豪雪地帯となっ

ており、年間平均気温は１０～１３度です。�

　かつての深浦は、北前船の風待ち湊として栄え、大阪や京都などからの文化導入の

表玄関として発展してきました。平成１７年３月に深浦町と岩崎村が合併して新深浦

町が誕生したことを契機として、従来の地域内の強い結びつきを活かした新しいまち

づくりに向けて取り組んでいます。�

�

第１節　計画策定の背景�
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○地域の概要 

「町社協調査（2017/4/1現在）」 

（単位：人）�
○人口構成と推移�

年度�

区分 �

1985

(S60)

1990

(H2)

1995

(H7)

2000

(H12)

2005

(H17)

2010

(H22)

2015

(H27)

総　　人　　口 

（A） 
8,423

0歳以上15歳未満� 667

15歳以上65歳未満� 3,686

65歳以上70歳未満�

（B） 
857

70歳以上75歳未満�

（C） 
774

75歳以上�

（D） 
2,145

高　齢　化　率�

（B+C+D）÷（A）�
44.83%

後 期 高 齢 化 率�

（D）÷（A）�

14,307

3,015

9,022

762

647

861

15.87%

6.02%

13,335

2,297

8,413

832

696

1,097

19.69%

8.23%

12,546

1,863

7,722

929

778

1,254

23.60%

10.00%

11,799

1,427

6,984

1,088

853

1,447

28.71%

12.26%

10,910

1,207

5,986

964

983

1,770

34.07%

16.22%

9,691

901

5,021

839

894

2,036

38.89%

21.01% 25.47%

※高齢化率＝総人口に占める65歳以上人口の割合 �

※後期高齢化率＝総人口に占める75歳以上人口の割合 �

「国勢調査より」 �

総面積� ４８８．８９k㎡� 人口� ８，５８９人� 世帯数� ３，７９３世帯�

人口の内訳 
男性� ４，０５３人�高齢化率� ４５．２％�

女性� ４，５３６人�ひとり親世帯数� ７２世帯�

高齢者人口内訳 

６５～７４歳� １，６４３人�要介護認定者数� ７５３人�

７５～８４歳� １，５１５人�要支援１� １３９人�

８５歳以上� ７２０人�要支援２� ３８人�

ひとり暮らし高齢者（７０歳以上）� ５６５人�要介護１� １８３人�

１１６人�要介護２�６３人�寝たきり高齢者�

１０９人�要介護３�６３４世帯�高齢者のみ世帯�

１０４人�要介護４�５４１人�身障手帳保持者�

６４人�要介護５�１１３人�療育手帳保持者�

精神障害者手帳保持者� ８１人�

１０９世帯�被保護世帯数�
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総人口と65歳以上の人口の推移�

総人�口�

65歳以上�

0

4,000

8,000

12,000

16,000

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

人�

総人口・世帯数・一世帯当たり平均員数の推移�

0

5,000

10,000

15,000

20,000

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

世
帯
数
・
総
人
口�

0

1

2

3

4 人[

一
世
帯
員
数
平
均]

世帯�数� 総人�口� 一世帯員数平均�

（単位：世帯）�
○高齢者世帯の推移�

年度 

区分 

1985

(S60)

1990

(H2)

1995

(H7)

2000

(H12)

2005

(H17)

2010

(H22)

2015

(H27)

一般世帯数�

（A）�

高齢者のいる世帯�

（B）�

高齢者のいる世帯の�

割合� （B）÷（A） 

高齢者単身世帯�

（C）�

高齢者単身世帯の�

割合　（C）÷（A） 

高齢者夫婦世帯�

（D）�

高齢者夫婦世帯の�

割合　（D）÷（A） 

4,026

1,606

39.9%

174

4.3%

250

6.2%

3,909

1,930

49.4%

249

6.4%

334

8.5%

3,887

2,115

54.4%

316

8.1%

407

10.5%

3,878

2,357

60.8%

409

10.5%

426

11.0%

3,725

2,434

65.3% 

513

13.8%

604

16.2%

3,520

2,415

68.6%

546

15.5%

628

17.8%

3,288

2,381

72.4%

651

19.8%

608

18.5%

「国勢調査より」 
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３　深浦町社協の財政状況�
　町社協の財政状況ですが、介護保険法改正に伴う報酬の減額や利用者の減少に伴い、

財政状況は厳しい状況にあります。介護保険事業については、事業の存続も含め、経

営の在り方について具体的に検討していかなければならない状況下にあります。�

　また、運営や事業の実施を支える財源として「一般会員会費」や「賛助会員会費」

等の自主財源がありますが、一般会員会費は、人口の減少や長引く不況等により、減

少傾向にあります。�

　このことから、町社協では、町からの補助金の交付や受託事業の実施なしには、社

協経営が成り立たない状況下にあることから、今後も町との連携を図り、継続した公

費助成を受けながらも、会費等の自主財源の確保に努力するとともに、経費の節減等

に努めることが重要であると考えます。�

（単位：人）�
○独居高齢者世帯数�

年度�2007

(H19)

2008

(H20)

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

合計� 597 758 632 717 649 551 561 526 530 526 565

「町社協調査より」 

（単位：世帯）�
○高齢者のみの世帯数�

年度�2007

(H19)

2008

(H20)

2009

(H21)

2010

(H22)

2011

(H23)

2012

(H24)

2013

(H25)

2014

(H26)

2015

(H27)

2016

(H28)

2017

(H29)

合計� 505 569 594 620 608 476 426 410 385 380 634

「町社協調査より」�

（単位：円）�
○住民会員会費（世帯数及び件数）�

年　度� 一般会費� 賛助会費� 特別会費� 合　 計�

2007(H19) 

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

2,640,949（3,292）�

2,575,300（3,213）�

2,510,600（3,131）�

2,493,300（3,111）�

2,457,300（3,065）�

2,426,100（3,030）�

2,396,900（2,991）�

2,336,400（2,916）�

2,342,800（2,925）�

2,312,800（2,887）�

453,000（58）�

491,000（76）�

479,000（72）�

480,000（72）�

568,000（70）�

547,000（61）�

434,000（65）�

456,000（67）�

442,000（71）�

487,000（68）�

48,000（16）�

45,000（15）�

42,000（14）�

42,000（14）�

45,000（15）�

42,000（14）�

45,000（15）�

45,000（15）�

45,000（15）�

45,000（15）�

3,141,949

3,111,300

3,031,600

3,015,300

3,070,300

3,015,100

2,875,900

2,837,400

2,829,800

2,844,800

8�
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（単位：円）�○赤い羽根共同募金�

年　度� 募金目標額� 一般募金実績額� 社協配分金額�

2007(H19) 1,780,000�

1,760,000�

1,710,000�

1,630,000�

1,660,000�

1,660,000�

1,650,000�

1,610,000�

1,520,000�

1,480,000

1,818,988�

1,712,228�

1,694,777�

1,675,251�

1,663,670�

1,660,853�

1,600,106�

1,554,023�

1,792,446�

1,526,054

1,040,000�

1,050,000�

980,000�

960,000�

990,000�

980,000�

980,000�

930,000�

880,000�

1,130,000

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

（単位：円）�○介護保険事業　障害者自立支援事業等収入�

年　度� 訪問介護� 訪問入浴 居宅介護�
支　　援�

障害福祉�
サービス� 合　計�

2007(H19) 15,075,605�

14,849,603�

13,137,293�

17,106,145�

13,755,668�

14,732,891�

16,096,277�

15,387,686�

12,268,199�

8,313,374

2,741,400�

1,955,090�

747,570�

2,630,760�

4,118,600�

3,424,650�

1,984,536�

1,756,868�

1,634,020�

1,832,120

7,656,300�

8,656,050�

6,547,050�

6,270,250�

7,169,400�

7,983,600�

8,089,550�

9,461,780�

9,502,900�

9,384,280

28,250�

258,480�

907,252�

1,361,190�

1,227,394�

1,304,530�

1,899,050�

2,485,310�

2,351,300�

2,648,840

25,501,555�

25,719,223�

21,339,165�

27,368,345�

26,271,062�

27,445,671�

28,069,413�

29,091,644�

25,756,419�

22,178,614

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

（単位：千円）�○町補助金収入�

年　度� 運 営 費�
補 助 金�

福祉団体�
育　　成 安心電話� 外出支援�

そ の 他 合　計�

2007(H19) 17,699�

18,693�

18,786�

19,071�

19,249�

20,447�

20,863�

20,874�

18,232�

16,339�

�

303�

273�

224�

218�

207�

95�

90�

85�

85�

85�

�

114�

103�

98�

98�

93�

93�

93�

93�

93�

93�

�

1,320�

1,320�

1,320�

1,320�

1,320�

1,320�

1,080�

960�

960�

990�

�

360�

243�

230�

550�

710�

230�

230�

240�

240�

1,090

19,796�

20,632�

20,658�

21,257�

21,579�

22,185�

22,356�

22,252�

19,610�

18,597

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

ボランティア�
セ ン タ ー�

9�
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（単位：千円）�
○町委託料収入�

年　度� ゆとり �
管理費�

ほのぼの�
事　　業 

生きがい�
活　　動 

食の自立�
生活支援�
コーディ�
ネーター 

高齢者支�
援事業等�

合�計 

2007(H19) 11,633�

12,975�

11,776�

10,515�

11,695�

11,677�

12,883�

13,073�

13,536�

12,630

5,129�

5,106�

5,120�

5,149�

5,136�

5,118�

5,230�

5,218�

5,345�

5,584

13,144�

13,106�

13,231�

12,508�

12,934�

14,296�

14,412�

14,196�

14,336�

14,076

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

○その他の収入（公益・収益事業）�
（単位：千円）�

年　度�
外出支援�
事　　業�

シ ル バ ー�
バンク事業�

販売収益�
事　　業�

合　計�

2007(H19) 1,959�

1,844�

1,750�

1,684�

1,843�

1,343�

1,675�

1,375�

1,169�

997

1,814�

1,707�

1,524�

1,450�

1,373�

1,144�

1,266�

1,111�

868�

796�

�

0�

0�

0�

13�

44�

3�

7�

7�

18�

36�

�

145�

137�

226�

221�

426�

196�

402�

257�

283�

165�

�

2008(H20) 

2009(H21) 

2010(H22) 

2011(H23) 

2012(H24) 

2013(H25) 

2014(H26) 

2015(H27) 

2016(H28) 

1,530�

1,243�

1,398�

1,147�

922�

759�

602�

477�

360�

306

�

�

�

�

�

�

�

�

3,000�

6,000

0�

0�

1,531�

4,041�

5,413�

790�

759�

734�

800�

647

31,436�

32,430�

33,056�

33,360�

36,100�

32,640�

33,886�

33,698�

37,377�

39,243

10�
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（単位：円）�○決算及び予算状況�

※会計基準の改正により平成26年度決算からの掲載�

11�



－ －�

�

�

１　深浦町地域福祉計画との関係�
　社会福祉法第１０７条の規定にもとづいて市町村が策定する地域福祉計画と、民間

計画として独自に策定される地域福祉活動計画とは、いずれも「地域福祉の推進」と

いう同じ目的を持っています。そして、両者の策定課程では、地域の福祉課題を明ら

かにすることや、地域福祉の将来の姿を描くこと、また、いずれの場面でも地域住民

の参加が不可欠なことなども共通しています。同じ現実を踏まえ、同じ目的に向かっ

て動いていく、つまり、スタートとゴールは同じで、そこに行き着くまでの道筋や方

法が異なるということになるわけですから、両者の作業が一緒になったり、交差する

ことも当然考えられます。地域福祉計画との連携という点を考えれば、同じ時期に策

定することが理想です。�

　現在、深浦町においては、地域福祉計画は策定されていませんが、社会福祉法の改

正により、地域福祉計画の策定は市区町村の努力義務となっており、今回、町社協が

地域福祉活動計画の策定に取り組むことによって、さらに深浦町の地域福祉計画策定

の気運を高めることにもつながります。�

　行政計画として、深浦町第二次総合計画、深浦町過疎地域自立支援計画、深浦町介

護保険事業計画、高齢者福祉計画、深浦町障害者計画、障害者福祉計画、子ども・子

育て支援事業計画が策定されています。�

�

�

２　計画の性格�
　この計画は、町社協が民間組織としての柔軟性を活かした事業を実施、推進してい

くための計画であり、町社協として地域福祉を推進していくにあたり、理念や基本目標、

施策の方向などを明らかにし、地域住民や地域の様々な団体・機関など地域社会を構

成する全ての人々と福祉のまちづくりを進めていくための指針とします。�

　また、地域福祉を推進するための基本理念、課題、その解決のための取組みについ

てまとめた行政計画である「深浦町地域福祉計画」と連携・協力を図り、深浦町の総

合計画や保健、福祉、介護、障がいなどに関する各計画との関連を考慮しながら、福

祉向上に向けた取組みを推進していくものです。�

�

�
３　計画の体系�
　地域福祉活動計画は、地域福祉活動を推進するための施策の方向性を示すものです。�

　なお、この計画を実現するため、実施計画を策定し、具体的な取り組みの内容につ

いて明示します。�

�

第２節　計画の役割と町の「地域福祉計画」との関係�

12�
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４　計画の期間�
　本計画の計画期間は、２０１８（Ｈ３０）年度から２０２２（Ｈ３４）年度までの

５年間とします。�

�

�
５　計画の進捗管理�
　社会情勢の変化や、今後町として策定される「深浦町地域福祉計画」との整合性を

図るために、町との連携を深めながら必要に応じて実施事業等の見直しを行うなど、

効率的・効果的に計画の進捗管理をします。�

　また、計画の最終年度には、個別の実施事業について実施状況の点検、評価を行い、

次期計画策定に向けての基礎資料にします。�

13�
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�

�

１　策定体制�
　社会福祉協議会は社会福祉法で「地域福祉を推進する中核的な団体」として位置づ

けられていることを再認識した上で、第２次深浦町地域福祉活動計画策定委員会を設

置し、深浦町、地域住民、関係者等の参画のもと意見・提言をいただき『第２次深浦

町地域福祉活動計画』の策定に取り組みました。�

�

２　策定の基本的視点�
　第２次地域福祉活動計画は、５つの基本的視点のもとに策定を進めました。�

第３節　計画策定の体制と基本的視点�

①　個人の権利や生きることの尊厳を重んじ、誰もが個々に応じた自立生活

を営むことができる地域づくりに資する計画�

②　地域住民、社協地区分会、福祉活動者及び社会福祉事業者並びに町との

公私協働の基盤にたった地域福祉の推進を実現する計画�

③　深浦町及び町内各地域の特性を生かした計画�

④　町社協、福祉関係者のみならず幅広い町民の意見を踏まえた計画�

⑤　社会福祉関連制度・福祉環境の変化及び今後の見直しについての検証が

できる計画�

14



第２章�

地域福祉活動の基本的な考え方�

第１節　基本理念�

第２節　基本目標�

第３節　計画の体系図�

第４節　基本計画・実施計画・実施事業�



－　－�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　住民一人ひとりの生活問題を、地域でどのように受け止めることができるか共に考

え、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して、様々な住民活動を推進します。�

�

�

　住民ニーズや福祉課題を積極的に把握し、その解決に向けた在宅福祉サービスや住

民活動を推進します。また、新たな福祉制度に対応し、福祉サービスの利用支援やサ

ービスの質の向上など、住民の生活を支える体制整備に取り組みます。�

�

�

　「幅広い住民参加」を基本に、住民ニーズや福祉課題の把握を行うとともに、行政・

関係機関団体・地域住民と課題を共有し、より効率的な事業を推進するため、組織運

営体制を整備します。�

�

第１節　基本理念�

第２節　基本目標�

「支え合い、共に築く�

　　　　　　健康福祉のまち　ふかうら」�

�

15�
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第３節　計画の体系図�

【基本�
理念】�

【基本�
目標】�

【基本計画】� 【実施計画】� 【実施事業】�

③福祉課題の把握�

②福祉教育の推進 

①福祉情報の提供 �

②相談体制の確立 �

③生活支援体制の�
　確立�

①町社協組織の強化�

②職員体制の強化 �

④財政基盤の整備 �

１住民参加と小地域�
　ネットワーク活動�
　の推進�

１地域福祉サービス�
　の推進�

２福祉教育・ボラン�
　ティア活動の推進�

３福祉情報の提供・�
　総合相談・生活支�
　援機能の充実�

１町社協基盤の充実�
　強化� ③関係機関・団体と�

　の連携�

支
え
合
い
、共
に
築
く
　
健
康
福
祉
の
ま
ち
　
ふ
か
う
ら
�

幅
広
い
住
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
り
�

社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。�

住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
福
祉
課
題
を
明
ら
か
に
し
、�

ニ
ー
ズ
解
決
の
た
め
の
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。�

住
民
参
加
を
基
本
と
し
た
�

運
営
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。�

①地域住民の主体的�
　福祉活動の推進�

②当事者の社会参加�
　の推進�

①介護保険事業等の�
　運営�

②地域福祉活動の�
　推進�

①福祉意識の高揚と�
　人づくり�
�

③ボランティア活動�
　の推進�

（1）ほのぼのコミュニティ21推進事業�
（2）福祉安心電話サービス事業�
（3）小地域福祉活動モデル地区の指定�

（1）いきいき交流会�
（2）シルバーバンク事業�
（3）福祉団体の活動支援と当事者の社�
　 会参加�

（1）地域座談会等の開催�
（2）地域福祉や介護保険等に関する情�
　 報の収集�
（3）福祉意識調査等の実施�

（1）介護保険事業の運営�
（2）障害がい福祉サービス事業の運営�
（3）要支援者等外出支援事業�

（1）生きがい活動支援事業�
（2）食の自立支援事業�
（3）高齢者等の生活支援体制整備事業�
（4）脳の健康教室事業�

（1）社会福祉大会の開催�
（2）介護員養成研修の実施・実習受け�
　 入れ�

（1）ボランティア活動推進校の指定�
（2）高校生ボランティアスクール�
（3）高齢者疑似体験・車いす体験事業�
（4）福祉の作文集の発行�

（1）ボランティアセンター事業�
（2）災害ボランティアネットワークの�
　 構築�

（1）社協だよりの発行�
（2）社協ホームページの活用�

（1）心配ごと相談事業�
（2）福祉サービス苦情解決、第三者委�
　 員の設置�

（1）たすけあい資金貸付事業�
（2）生活福祉資金貸付事業�
（3）権利擁護事業�
（4）生活困窮者自立支援事業への協力�

（1）理事会・評議員会の充実�
（2）地区分会の組織と活動強化�
（3）フィットネスプラザゆとりの管理�

（1）職員の処遇安定�
（2）福祉専門職としての資質向上�

（1）社会福祉法人、事業者との連携�
（2）各種関係機関・職能団体への参加�

（1）会員会費制度の理解と加入促進�
（2）公費助成の確保�
（3）収益事業による自主財源の確保�
（4）共同募金運動への協力�
（5）基金・積立金の運用�
（6）各種助成制度等の活用�
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�

�

－１．住民参加と小地域ネットワーク活動の推進�
�
�
�
�
�
①地域住民の主体的福祉活動の推進�

第４節　基本計画・実施計画・実施事業�

　地域住民がお互いに支えあう活動をひろげ、心豊かなふれあいの地域づくりを�

推進します。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

検討�

検討�

検討�

検討� 検討�

町�

民生委員児童委員 �

事業区分�

補助事業�

財源区分�

町補助金�

（１）ほのぼのコミュニティ２１推進事業�

　町内各地区に配置されているほのぼの協力

員が近隣の独居高齢者、高齢者世帯、障がい

者世帯への訪問や声がけによる安否確認を通

じて、支え合いと助け合いの地域づくりに取

り組んでいます。�

　しかしながら、見守りの新規の担い手の確

保が難しくなっている中で、協力員の増員を

図り、組織的に活動できる体制づくりが求め

られています。�

・ほのぼの交流協力員の増員�

・他事業との連携による見守り体制の強化�

・協力員同士で情報共有できる情報交換会の

開催�

・広報活動による活動状況や事業の啓発�

・対象者の状況把握�

・要援護者マップシステムの構築�

・地域における生活困窮者支援等のための共

助の基盤づくり事業の活用�

　協力員を中心に地域の見守りのネットワーク

を広げ、地域をあげての見守り活動を目指すた

め、定期的な情報交換会等を行い、協力員同士

での地域の独居高齢者等の情報共有を行ってい

きます。�

　また、見守り活動をはじめ、地域福祉を町と

一体となり取り組むために深浦町における地域

福祉計画の策定を働きかけ、国庫補助事業「地

域における生活困窮者支援等のための共助の基

盤づくり事業」を活用した事業展開を図ります。�

17�



－　－�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）福祉安心電話サービス事業（緊急通報システム）�

　独居高齢者の緊急時の安全と精神的な不安

を解消することをねらいとし専用機器を設置

し、ネットワーク（近隣住民・民生委員・関

係機関）を活かしながら在宅生活を支援して

います。機種の更新についてはスムーズに

311(最新機種)へ切り替えを終えている。�

　一部自己負担の影響か、年々、設置台数の

減少傾向にあります。�

・設置者への定期的訪問による利用方法の指

導及び機器の不具合の確認（年３回）�

・協力員を対象としたネットワーク強化のた

めの研修会開催し、協力員の確保に努める�

　集金２回と電池交換１回の年３回の利用者宅

の訪問は継続して実施します。県内においては

協力員の確保が困難になり、市部では民間企業

と独自に提携して、県社協のシステムから脱退

するところもあり、県社協でも加入件数が減少

傾向にあることから、どこまで現状維持できる

か分からない状況になりつつあります。新規設

置の際には、出来るだけ協力員の確保に努めま

す。�

県社協�

町�

民生委員児童委員�

福祉安心電話協力員�

事業区分�

補助事業�

財源区分�

町補助金�

県社協補助金�

加入者会費�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（３）小地域福祉活動モデル地区の指定�

　平成２９年度で、３地区が３年間のモデル

事業を終了しました。�

　現在２地区を継続指定し、地区内の福祉活

動に取り組んでいます。生活支援体制整備事

業の町からの受託により、新規指定は平成２

９年度で終了することになります。�

・２０１９年度までのモデル地区指定活動費

の助成�

・地区分会の助成事業、生活支援体制整備事

業を活用した小地域内での安否確認、生活

支援活動の実施�

　生活支援体制整備事業の実施や地区分会活動

の強化、他の事業との連携により、見守りや、

安否確認、日常的な生活支援活動の展開を実施

していきます。�

町内会（分会）�

関係団体�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�
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－　－�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）いきいき交流会�

　年２回独居高齢者を対象に、日常の孤独感

の解消等のために、当事者同士及びボランテ

ィアとの交流を行っています。�

　参加者は、比較的元気な方が多く、参加し

ない（できない）方の支援を検討する必要が

あります。�

・参加者の増員�

・マンネリ化を防ぐプログラムの検討�

・生きがい活動を活用して、小地域での交流

活動の実施   

　気軽に参加し、一日を楽しむことができるよ

う、内容のマンネリ化を検討し参加者の増加に

努めます。�

地区分会�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

町受託金�

自主財源�

共募配分金�

②当事者の社会参加の促進�

検討� 検討�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）シルバーバンク事業�

　高齢者の能力や技術、経験を生かして、就

労を通じた生きがいづくりと社会参加を目的

に事業を行っていますが、登録会員が１６名

と少なく、利用者の要望に十分こたえられる

状況にありません。登録会員の増員と作業依

頼に対応できる体制づくりが求められていま

す。�

　また、登録者のみならず、ひきこもり者等

未就労者の支援対策の一環としての事業拡充

が求められます。�

・広報啓発の実施�

・会員登録の増員�

・作業依頼に対応できる体制づくり�

・ひきこもり者等未就労者対策としての組織

を検討実施�

　広報等による事業のＰＲを含め、会員の増加

と作業依頼の増加をし、事業が効果的に運営で

きる取り組みを進めます。また、生活支援体制

整備事業の一助として、高齢者自らの相互支援

や生きがいづくり、社会参加の促進に努めます。�

　ひきこもり・障がい者等若年層を対象とした

就労支援としての登録制事業の展開を検討しま

す。�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

町補助金�

自主財源�

検討� 検討�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）地域座談会等の開催�

　小地域福祉活動モデル指定地区での座談会

を数回実施した程度で、実施地区を広めてい

くことができていない状況です。�

・モデル地区指定と連携した協議の場の設置�

・年に数カ所地域座談会を設定�

・社協事業の理解と地域課題問題の把握�

　地域住民との話し合いを行う機会を設け、地

域の福祉課題を共有し、地域全体での解決を目

指します。�

町内会等�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

③福祉課題の把握�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（３）福祉団体の活動支援と当事者の社会参加�

　各団体とも新会員の加入が少なく、会員自

体の高齢化が目立つ傾向にあり、会の弱体化

が進んでいます。�

　他団体等が実施する子育て支援や、精神障

がい者サークル等連携した取り組みも必要に

なっています。�

・福祉団体育成、運営支援�

　　深浦町老人クラブ連合会�

　　深浦町心の福祉会�

　　深浦町白百合福祉会�

・その他の団体の連携・支援�

　会員の増加は団体維持に不可欠です。会のＰ

Ｒと会員加入の促進を進め、会の活性化に努め

ます。�

　本会が事務局を持つ団体やサークル以外につ

いても、課題や問題点を共有し、連携支援に努

めます。�

町�

福祉団体�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

一部補助金�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（３）福祉意識調査等の実施�

　町民の地域や福祉に関する意識や要望、理

解度を調査し、今後の地域福祉を推進する活

動計画の基礎資料とするために調査を実施し

ています。�

・定期的に福祉意識調査を実施�

・必要に応じ、分野別、対象者別の実態調査

を実施�

　町民の地域や福祉に関する意識や要望、理解

度をとらえる意識調査のほか、事業ごとにアン

ケート調査を行い、事業の改善にも努めます。�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）地域福祉や介護保険等に関する情報の収集�

　町民が町社協や福祉制度を正しく理解し、

利用できるよう情報を集約し、その情報を分

かりやすく提供する必要があります。�

　第二次計画作成にあたり、意識調査を実施

しましたが、まだまだ社会福祉協議会はもと

より、福祉事業の制度に対する理解や認識は

少ない状況です。�

・厚生労働省や全国社会福祉協議会からの新

しい情報を的確に把握し、福祉事業のスム

ーズな運営・検討の実施�

・介護保険事業、介護予防事業、障害者自立

支援事業に関する情報を的確に把握し事業

内容検討の実施�

�

　定期的に町民意識調査等の実施、要援護者の

実態調査をし、福祉課題や要望等の情報を収集

し、情報提供に努めます。�

　広報の充実はもとより、住民に対する情報発

信に努め、住民意識の向上を図っていきます。�

厚生労働省�

全社協�

県�

県社協�

町�

在宅介護支援センター�

介護保険事業所等�

民生委員児童委員�

ほか�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

21�



－　－�

－１．地域福祉サービスの推進�
�
�
�
�
�
�
①介護保険事業等の運営�

　加齢や障害に伴って生じる心身の変化に起因する疾病等により、要介護状態等�

になっても尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した地域生活を営むことが�

できるよう、必要な介護保険等のサービス提供や生活の質の向上に努めます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

検討�

町�

包括支援センター�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

介護保険�

（１）介護保険事業の運営�

　「在宅介護支援」から「地域生活支援」の

視点に転換し、利用者個人の福祉課題や生活

課題を把握し、その課題を地域全体のニーズ

として捉えることが大切です。�

　介護保険法の改正や介護報酬の改定、総合

事業への移行等、本会における介護保険事業

の経営は、厳しい状況下にあります。利用者

から求められる事業所としての質の高いサー

ビス提供と、利用者の増加を図ることが求め

られます。また、経営診断等により、経営状

況を的確に把握し、事業の効率化、経費削減

等をより進める必要があります。�

�

・利用者から求められる事業所として利用者

増�

・関係機関と連携し、利用者の自立支援の実

施�

・職員研修を充実し、質の高いサービスを提

供�

・経営診断を実施し、診断状況を役員等に公

表�

　制度改正に柔軟に対応しながら体制強化を図

り、関係諸法を遵守し質の高いサービスに努め、

安定した事業運営を図ります。�

　「地域生活支援」という視点に立ち法的サー

ビスでは解決できない生活課題を発見した場合、

関係機関と共同で解決に努め、新たなニーズ調

査・研究を行い、地域で安心して生活を継続で

きる支援方法を検討します。�

　苦情、事故対策（危機管理）を充実させ、利

用者の安心安全に努めます。�

　スキルアップを目指し、職員研修などを充実

強化し、質の高いサービス提供に努めます。�

　安定した事業経営をするためにも、利用者を

増加させることは必須です。制度外サービスや

他の事業所では取り組みが困難な利用者等の積

極的対応等、求められる事業所としての取組が

必要です。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

包括支援センター�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

障害者総合支援�

（２）障がい福祉サービス事業の運営�

　介護保険事業とともに障がい児者に対する

居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援

護、移動支援、訪問入浴、相談支援事業の指

定を受けています。�

　しかし、現状は、居宅介護事業の実績しか

ない状況であり、今後は深浦町で唯一の指定

を受けている障害児者福祉サービス事業所と

して、利用支援体制を取っていくことが必要

です。�

・サービス内容のＰＲによる利用者増�

・関係機関と連携し、利用者の自立を支援�

・職員研修を充実し、質の高いサービスを提

供�

　介護保険事業とともに、障がいがあっても安

心して地域で暮らせるよう支援体制を維持して

行きます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

�事業区分�

単独事業�

一部補助事業�

財源区分�

町補助金�

介護保険等�

（３）要支援者等外出支援事業�

　介護輸送とケア輸送という２つの輸送方法

により交通弱者を目的地に移送しております。

ほとんど通院のための輸送業務ですが、利用

者一人を一日がかりで移送しなければならな

いこともあり、効率とコストに難があります。�

・自力で通院等が困難な方を対象に、ケア輸

送、介護輸送により移動支援を継続�

・職員研修により安全な運転、介護技術の向

上�

・効率的運営の検討�

・他事業者との連携�

　地域的な交通事情、料金問題、従事者、コス

ト等の難はありますが、移動が困難な弱者に対

するサービスとして効果的に運営できるように

努めます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

包括支援センター�

事業区分�

受託事業�

財源区分�

町受託金�

利用者負担金�

（２）食の自立支援事業�

　主に1人暮らしの高齢者、老夫婦世帯を対

象に、週２回（水・金）配食サービスを行う

ことにより、自立した生活が送れるよう支援

しています。�

　利用者は、昨年平均８名程度で、推移して

いる状況にあります。�

・広報等で事業内容をＰＲし、利用者の増加�

・インフォーマルサービスの一つとして事業

者に情報提供�

　在宅生活を支えるサービスとしてケアプラン

に位置付けられるメニューにするとともに、広

報及び情報提供により利用者の増加に努めます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）生きがい活動支援事業�

　町内３３地区で毎週、高齢者の生きがいと

健康づくりと介護予防を目的に健康体操及び

レクリエーション活動を支援員及びトレーナ

ーの指導を受け実施しています。�

　新規の参加者数が伸びないため、魅力ある

活動を行うことが求められます。�

・広報や合同交流会、参加型スタンプカード

等を取り入れ参加者の増員�

・トレーナーの運動指導等で介護予防への効

果�

・支援員の研修を定期的に開催�

・活動に対する問題点等共通理解を図るため

の打合せ会を定期的に開催�

・参加者へ各種福祉制度の情報提供�

・介護サービス利用希望者へ介護事業所の紹

介等バックアップ   

　参加型スタンプカードを取り入れ、参加者の

増員を目指します。�

　広報紙に活動記事を掲載すると共に、参加の

募集に努めます。�

　介護予防の一環として、筋力アップ、転倒予

防に努めます。�

　福祉サービスの情報を参加者に提供するほか、

参加できなくなった方へのフォローを行います。�

町�

包括支援センター�

事業区分�

受託事業�

財源区分�

町受託金�

②地域福祉活動の推進�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（３）高齢者等の生活支援体制整備事業�

　地域包括ケアシステムの構築に向け、新た

に介護保険の地域支援事業に位置付けられた

生活支援体制整備事業が進められています。�

　平成27年度より町からの委託を受け生活

支援コーディネーターを配置し、地域包括支

援センター等と一体となって、生活支援を行

う担い手の要請・掘り起こし・新たな活動の

創出など、住民同士のお互いを支え合う体制

を整えます。�

・地域に不足するサービスの創出及びサービ

スの担い手の養成（生活支援サポーター）�

・関係者間のネットワークの構築�

・支援ニーズとサービス提供主体におけるマ

ッチング�

・生活支援サポートセンターの運営�

　生活支援サポーターを全地区に配置し、高齢

者等が住み慣れた地域で生きがいをもって、在

宅生活を継続していくために必要な支援をして

いきます。�

　協議体においては、定期的な情報の共有及び

連携・協働による取組を推進します。�

包括支援センター�

居宅介護事業所�

訪問看護ステーション�

関・岩崎診療所�

事業区分�

受託事業�

財源区分�

町受託金�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（４）脳の健康教室�

　高齢者を対象に、認知症の予防、参加者と

の交流促進の場の提供を図るために、深浦教

室、大戸瀬教室、岩崎教室の３か所で週１回

の実施。�

　会場への送迎は行っていないため、参加し

たいができない方への対応も検討していく必

要がある。�

・サポーターの資質向上�

・楽習者の定着を目指す�

・ＫＵＭＯＮ学習療法センターとの連携�

　㈱公文教育研究会の学習方式に沿った指導を

行うためのサポーターの資質向上と、参加して

楽しめる内容をさらに検討してきます。�

　今後の教室の普及及び楽習者の確保を目指し

ます。�

町�

包括支援センター�

事業区分�

受託事業�

財源区分�

町受託金�
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－２．福祉教育・ボランティア活動の推進�
�
�
�
�
�
�
�
①福祉意識の高揚と人づくり�

　地域での支えあい助け合いの力を高めていくためには、地域福祉活動に主体的�

に参加する地域住民を拡大していくことが必要であり、住民意識の啓発や活動を�

促すための多様な機会や学習が必要です。また、若年層や勤労者等幅広い人材の�

発掘や育成も必要とされています。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

検討�

町�

民生児童委員協議会�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

共募配分金�

検討�

（１）社会福祉大会の開催�

　地域の誰もが住み慣れた地域で安心して健

やかに、その人らしく生活を送れるよう、お

互いに助け合い、支え会う地域づくりを目指

すとともに、これまでに地域福祉活動に功績

のあった方々を表彰する。�

　大会では児童生徒の福祉の作文発表や記念

講演も行う。�

・町民の地域福祉への理解と関心を深めるた

めに講演内容等の充実�

・町内福祉関係者のための大会としての位置

づけを検討�

・表彰対象者の拡大検討の実施�

　町民の地域福祉に対する理解と関心を得られ

るような、講演等の内容に工夫を凝らし、更に

福祉に対する意識を深められるような大会に努

めます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

小中学校�

教育委員会�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

共募配分金�

（１）ボランティア活動推進校の指定�

　町内各小中学校に活動費の一部を助成し、

学校におけるボランティア活動の実践を支援

しています。�

　少子高齢化による児童生徒の減少は年々増

加傾向であるものの、各学校で趣向を凝らし

た活動をされており、今後も活動費を助成し、

福祉教育の推進をしていきます。�

・学校における児童生徒の福祉活動の実践を

支援（助成金）�

・学校からの依頼に対応し、講師派遣やプロ

グラムづくりを支援�

　継続的な活動ができるよう財源の確保。講師

や活動プログラム作り等の活動支援に努めます。�

－　－�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

研修養成機関�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

手数料�

町補助金�

受講者負担�

（２）介護員養成研修の実施・実習の受け入れ�

　平成２８年度から町からの助成を受け、福

祉人材の養成という趣旨で介護職員初任者研

修を実施しています。また、他の事業所や養

成学校の依頼により実習生の受入れを行って

います。�

　養成研修の講師や実習の受入れにより、職

員の資質向上にもつながっています。�

・可能な限り事業者と契約し。実習生を受け

入れ、福祉人材の育成に寄与�

・町や町内社会福祉法人等と連携した介護職

員初任者研修の実施�

　今後も定期的に、介護職員初任者研修を実施

するとともに、可能な限り実習生の受入れを行

います。�

②福祉教育の推進�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

木造高校深浦校舎�

教育委員会�

事業区分�

単独事業�

一部補助事業�

財源区分�

町補助金�

共募配分金�

（２）高校生ボランティアスクール�

　木造高校深浦校舎生徒等を対象として、ボ

ランティア活動の実践に協力していただいて

います。�

　生徒の減少から、活動できるメンバーが減

少してきています。�

・高校生を対象とした体験プログラムの充実�

・登録参加者の増加�

　就職や進学においてもボランティア活動の経

験は重要視されてきているため、生徒が興味を

持てるプログラムづくりに努めます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

小中学校�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

町補助金�

（３）高齢者疑似体験・車いす体験事業�

　小中学校からの要請により、体験活動を実

施し、高齢者の心身の状況等の理解をしてい

ただくことを目的に行っています。現在は、

学校からの要望にこたえる形で対応していま

す。�

・体験プログラムの開催�

・効果的なプログラムの研さん�

　学校のみならず、一般を対象とした講座とし

て周知していくことにも努めます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

事業区分�

単独事業�

一部補助事業�

財源区分�

寄付金�

町補助金�

（１）ボランティアセンター事業�

　現在、町社協に登録しているボランティア

は３団体４６名、個人１７名、事業に係る協

力員等ボランティア含め計４７２名となって

います。�

　町内には、登録していないがボランティア

活動に取り組んでいる団体もあり、それらの

方々が、安全に気軽に活動できる体制の支援

が求められています。�

　センターとしての機能を活用していくこと

が求められています。�

・ボランティアの個人、団体登録者を増やし、

ボランティア活動の活性化�

・ボランティアに関する情報の提供�

・養成講座等を開催し、ボランティアの養成�

・ボランティア保険掛け金を助成し、安心し

て活動できる活動支援�

　ボランティアの活性化を図ることは地域の助

け合いや支え合いの気運の向上にもつながるた

め、ボランティア保険の助成等、気軽に活動で

きるセンターの運営に努めます。�

　災害時における災害ボランティアセンターの

立ち上げや受付についての備えも随時行ってい

きます。�

　また、ボランティア活動の情報発信、養成講

座の開催に努めます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

小中学校�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

共募配分金�

（４）福祉の作文集の発行�

　児童生徒から、祖父母・両親・友達・地域

住民を思いやる気持ちを育むため、毎年作文

を募集し、文集にまとめています。福祉大会

で各学校の代表者の発表を聞いている参加者

の方々は感銘を受けています。�

・作文集を継続して発行�

・関係機関団体へ配布し、福祉の高揚を図る�

　福祉意識の高揚を目的に継続して発行するこ

とに努めます。�

③ボランティア活動の推進�

29�



－　－�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

共募配分金�

（１）社協だよりの発行�

　町社協が発行する広報「深社協だより」（年

６回）で町社協の理解と活動内容を紹介、情

報提供等を行っていますが、意識調査の結果

にもあるように、全町民に情報が届いている

現状にあるとは言えないため、多くの町民に

理解していただく必要があります。�

・広報誌を年６回発行し、住民へ社協のＰＲ、

情報の提供�

・わかりやすく興味が持てる広報作りのため、

内容構成を検討�

　地域福祉の推進を図る町社協として全町民に

情報が伝わるように、紙面や内容の充実検討に

努めます。�

－３．福祉情報の提供・総合相談・生活支援機能の充実�
�
�
�
�
�
①福祉情報の提供�

　誰もが安心して地域で生活して行くための制度や利用方法を情報提供すること�

は重要なことであり、住民が気軽に相談し、福祉サービスを利用できるよう支援�

して行きます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

事業区分�

単独事業�

一部補助事業�

財源区分�

寄付金�

町補助金�

（２）災害ボランティアネットワークの構築�

　東日本大震災をはじめ大型の地震や近年増

えている豪雨水害等の災害時におけるボラン

ティアの登録や活動の受け入れ、活動拠点の

整備、緊急時に備えた取り組みが求められて

います。�

・大規模災害に備えた町や関係機関との連携�

・災害時に備え、防災ボランティアセンター

活動マニュアルの確認と見直し�

・研修、防災訓練等に参加し、災害時の対応

強化�

・災害用備品等の整備�

　町との災害ボランティア協定及び防災ボラン

ティア活動マニュアルをもとに、体制づくりや

資材の整備に努めます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

民生委員�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

寄付金�

（１）心配ごと相談事業�

　町民の悩みごとに対応し関係機関へ繋ぐ役

割を担っています。平成２９年度からは、相

談には社協職員が当たっています。�

・よろず相談所としての機能の継続�

・社協で解決できない問題は、関係機関へ紹

介、引継支援�

・関係機関との連携�

・広報等で相談受付のＰＲ実施�

　町民からの相談には即対応するといったスタ

ンスで今後も相談を受け付け、町社協のみで解

決できない問題については、専門機関を紹介す

る等の支援に努めます。�

②相談体制の確立�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

町�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

（２）社協ホームページの活用�

　ホームページを開設し、情報提供及び報告

を行っていますが、更新頻度が少ないのが現

状です。�

・ホームページの効果的な運用�

・定期的な情報更新と、閲覧者に的確な情報

を伝達�

・担当者以外でも随時更新できるようなシス

テムの構築�

・ＳＮＳ※ を活用した情報発信�

　より見やすいホームページによる情報提供を

目標に改善していきます。�

　また、ＳＮＳを活用し、新鮮な情報の提供や、

若年層世代への情報発信も行っていきます。�

※ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキングサービス）：インターネットを介したコミュニケーションツールの総称�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

民生委員�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

たすけあい資金原資�

（１）たすけあい資金貸付事業�

　貸付実績が少ないことから、平成２９年度

に原資を増額し、緊急小口貸付制度を設けた

ほか、貸付限度額の増額を行いました。�

・低所得者等希望者に適切に貸付できるよう

に、広報等を通じて、制度のＰＲを実施し、

経済的自立を図れるよう支援�

・償還指導による償還率の向上�

　低所得者、高齢者又は障がい者に対し、その

経済的自立と生活意欲の助長促進と安定した生

活を確保するため、ＰＲを含め資金の有効貸付

に努めます。�

③生活支援体制の確立�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

（２）福祉サービス苦情解決、第三者委員の設置�

　サービスの提供内容等利用者や家族からの

苦情解決体制をとり、第三者からの意見を求

める仕組みを取っています。�

　これまで苦情は軽微なものが数件という状

況であり、第三者委員対応のケースはない状

況です。�

・住民からの苦情、要望に迅速に対応し、解

決できる窓口業務の継続実施�

・苦情等の発生の原因を探求し、再発防止策

の実施�

・必要な助言等を受ける体制を取るため、第

三者委員を設置�

　軽微な問題でも、苦情として捉え、解決に向

けた検討、説明、再発防止策に取り組みます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

受託事業�

県社協�

民生委員�

財源区分�

県社協受託金�

（２）生活福祉資金貸付事業�

　生活福祉資金は低所得者世帯が生活保護世

帯に陥ることを防止する防貧対策としての役

割や、借り受け世帯の経済的自立に向け全般

的に相談支援や自立支援を担っています。�

　近年、借入相談が減少しています。�

・低所得者等希望者に適切な資金の貸付と必

要な相談支援を行う�

・広報等を通じて、制度のＰＲを実施�

・資金の貸付が適当であるか審査し、資金の

有効活用を図るため、貸付調査委員会を設

置�

・督促や償還指導の実施による償還率向上�

　長期貸付の償還率の向上に努めながら、低所

得世帯等の経済的自立と生活意欲の助長の促進

と安定した生活を確保するために資金の貸付相

談にあたります。�

　また、西北地域自立支援相談窓口と連携し、

資金の有効活用に努めます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

町�

包括支援センター�

財源区分�

寄付金�

（３）権利擁護事業�

　法人後見事業を実施し５年が経過していま

す。現在４名の施設入所者の支援をしていま

すが、日常的な支援以外に医療同意や死後事

務等、後見事業を行うにあたっての課題も出

てきています。�

　また、高齢化の進展に伴い、成年後見事業

等支援を必要とする方の増加が予想され、相

談支援体制整備も必要です。�

・成年後見制度、日常生活自立支援事業の周

知�

・認知症等判断能力が不十分な方の生活支援

相談の実施�

・成年後見制度の申請事務等の相談実施�

・町や包括支援センター等の関係機関と連携

した支援の実施�

・成年後見事業利用増に対応する体制整備の

充実�

・保証機能制度の検討、実施�

　成年後見制度の利用の促進に関する法律の施

行に伴う成年後見制度利用促進計画に取り組む

にあたり、町及び広域で一体的に連携を取りな

がら検討していく必要があります。�

　法人後見事業を今後も継続して実施し、行政

や家庭裁判所、弁護士や司法書士など、関係機

関等との連携を図りながら、安心して地域で暮

らせるための支援に努めます。�

　また、保証機能制度の実施についても検討し

ていきます。�

検討� 検討�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

町�

自立支援相談窓口�

財源区分�

一般財源�

（４）生活困窮者自立支援事業への協力�

　平成２７年度、生活困窮者自立支援法が施

行され、深浦町は青森県社会福祉協議会が青

森県から委託を受けて実施する、西北地域自

立相談窓口（五所川原市社協）が、生活困窮

者の抱えている課題を適切に評価・分析（ア

セスメント）し、その課題を踏まえた「自立

支援計画」を作成するなどの支援を行ってい

ます。また、関係機関との連絡調整や支援の

実施状況の確認なども行われています。�

　ひきこもり対策や就労支援など、関係機関

と連携しながら生活困窮者の早期発見、相談

支援が求められています。�

・青森県社協、西北地域自立相談窓口との連

携による相談支援�

・ひきこもり者等、生活困窮者等の実態調査

の実施�

・シルバーバンクと連携した登録就労システ

ムの検討�

・たすけあい資金、生活福祉資金の有効活用�

・フードバンクシステムの連携�

　ひきこもり対策や障がい者支援、就労支援対

策の一環として、生活困窮者等の実態を調査し、

就労や社会参加につなげられるよう、町や自立

相談窓口等、関係機関、社会福祉法人等連絡会

の組織を活用するなど、幅広い組織との連携を

基に、支援をしていきます。�

検討� 検討�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

寄付金�

（１）理事会・評議員会の充実�

　理事会は、町社協業務の執行機関であり、

理事は、社会福祉事業に熱意と理解を有し、

実際に社協運営を果し得るものでなければな

らないとされています。�

　また、評議員会は、法人運営の基本ルール

・体制を決定する議決機関であるとともに役

員等の選任・解任等を通じ、事後的に法人運

営を監督する役割を果たし、役員等へのけん

制機能を有することが期待されています。�

　また、役員・評議員には、これまで以上の

経営責任が求められています。�

・役員等の出席率の向上�

・研修等による役員等の意識の高揚�

・理事会・評議員会の定例開催�

�

　役員等の出席率の向上を図り、経営者として

の地域福祉の向上に参画していただくため、理

事会、評議員会の定例化を図ることに努めます。�

　役員・評議員相互の機能強化を図り、経営者

としての地域福祉の向上に参画していただくた

め、役割を明確にしていきます。�

－１．町社協基盤の充実強化�
�
�
�
�
�
�
�
①町社協組織の強化�

　地域福祉を推進する町社協は、公共性・公益性が高く様々な事業に取り組んで�

います。町社協組織の重要な基盤である会員加入率が年々低下傾向にあり、改め�

て地域コミュニティ再構築に取り組む必要があります。今後、組織体制、基盤の�

整備が一層重要となります。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

寄付金�

（２）地区分会の組織と活動強化�

　現在、社協地区分会は３５地区に組織され

ており、町内会や自治会として活動している

地区から、町内会の協力を得ながら単独で組

織しているところもあります。�

・活動費を助成し、組織的活動を支援�

・地区総会等に出席し、社協のＰＲ及び地区

課題の把握�

　小地域での助け合いや支え合いの活動を行う

にあたっては、地区分会での小地域福祉活動が

重要となってくることから、組織体制の強化の

必要があります。�

　社協地区分会の活動費として、会費収入の一

部を助成し、小地域における地域福祉活動の強

化に努めます。�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

事業区分�

受託事業�

町�

財源区分�

受託金�

（３）フィットネスプラザ「ゆとり」の管理�

　平成６年度より町から受託を受け、フィッ

トネスプラザ「ゆとり」の管理経営をしてい

ます。�

　温泉施設をメインに世代間が交流できる施

設としての目的とともに、町社協の活動拠点

となっています。�

　しかし、近年、入浴利用者の減少により利

用料収入の減少や燃料費の高騰に加え、施設

設備の老朽化による修繕に係る費用も増えて

おり、経営の見直しが迫られています。�

・社協の活動拠点として、維持管理を継続�

・町と協議しながら入浴者の増加を図る取り

組みの実施�

・経費の節減対策実施�

　設置者である町と協議しながら、利用者の増、

経費の節減を図り、管理運営できるよう努めま

す。�

　また、社協の事務所として、地域福祉の拠点

としての機能強化を図っていきます。�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）職員の処遇安定�

　給与規程を改正し、職務に応じた給与体系

により、給与を支給しています。また、就業

規則の改正によりリフレッシュ休暇制度を導

入し、休暇を取りやすい環境と福利厚生セン

ター事業への加入による福利厚生の充実を図

っています。�

・給与規程を統一し、職務に応じた給与体系

の整備�

・安心して働ける環境づくりのため福利厚生

面の充実�

・業務の偏りがないようにし、全職員が全業

務内容をわかるように定期異動や担当替え

の実施�

　職員が継続して働きやすい環境づくりに、継

続して取り組んでいきます。�

町�

事業区分�

補助事業�

受託事業�

介護保険事業等�

財源区分�

補助金�

受託金�

介護保険収入等�

②職員体制の強化�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）福祉専門職としての資質向上�

　常勤職員のほとんどが、訪問介護員２級以

上の資格を所持していますが、多様化する新

たな福祉課題・生活課題を把握し、応えられ

る専門職としての資質向上が求められていま

す。�

・業務遂行上必要な資格取得の支援�

・効果的な外部研修へ参加派遣�

・内部研修や打合せ会を定例開催し、社協事

業の共通理解の実施�

・職能団体への参加活動を支援�

　職員が業務遂行上、必要な専門性を高めるた

め、効果的な外部研修参加促進・職場内研修や

職員の自主的な学習活動や業務に有効な資格取

得に向けた活動ができるよう支援を進め、引き

続き資質・専門性の向上に努めます。�

町�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

介護保険収入等�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）社会福祉法人、事業者との連携�

　社会福祉法の改正により、社会福祉法人の

使命と役割が明確化され、透明性と社会貢献

の推進がより一層求められています。�

・各法人等相互間の親睦、連絡調整�

・各法人等と地域社会の連携�

・関係行政機関、団体との連絡調整の促進�

・福祉課題についての協議の場（研修会等）

の開催�

・各法人、事業者と連携した社会貢献事業の

開発、実施�

　社会福祉法人等連絡会を組織し、町内の法人

及び福祉事業者との連携を図りながら、地域福

祉の向上を図っていきます。�

社会福祉法人等�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

③関係機関・団体との連携�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）各種関係機関・職能団体への参加�

　深浦町の福祉を高めるためには、青森県社

協はじめ、市町村社協間の連携も重要な要素

となっています。�

　他市町村との連携による共同事業の実施の

検討も必要です。�

　また社会福祉士会をはじめ、職能団体への

加入、参加することは、職員の資質向上やネ

ットワークづくりに大切な一助となっていま

す。�

・県市町村社協との連携�

・市町村社協連絡会への参加�

・職能団体活動への参加と支援�

　県内外の市町村の取り組みを参考に事業展開

したり、連携による共同事業の検討、利用者の

相談援助やサービス利用の充実を図っていきま

す。�

　研修や職員間のつながりを通じて、職員間の

情報交換やネットワークづくりに努めます。�

関係機関�

各種団体等�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

自主財源�

検討� 検討�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（１）会員会費制度の理解と加入促進�

　会費は、社協運営上、必要不可欠な自主財

源です。しかし、人口減少等により、会費収

入総額は、年々低下してきているのが現状で

す。�

・広報等を通じた会費の趣旨の周知、会員加

入の促進�

・社協の事業内容の透明化�

・一般会費の一世帯当たりの増額を検討�

　地域福祉推進に必要な財源確保に向けて、会

費の納入額の増額等、自主財源拡充の取り組み

強化を検討します。�

地区分会�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

会費�

④財政基盤の整備�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（２）公費助成の確保�

　現在の町社協の財政状況をみると、町から

の補助金、委託金の割合が経常経費の内約５

割以上を占めており、公費助成なしには、経

営が成り立たない状況にあります。�

・町と連携した事業の取組みを行い、公費助

成の継続要望�

・自主財源の確保に努め、公費に頼り切らな

い経営�

・安定した運営のための経費節減�

　町と連携した事業の取り組みを行う等可能な

限りの助成を受けながらも、会費収入の増加や

介護保険収入の安定経営により、少しでも多く

の自主財源の確保に努めます。�

町�

事業区分�

受託事業�

補助事業�

財源区分�

受託金�

補助金�

検討� 検討�検討�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（３）収益事業による自主財源の確保�

　収益事業として、フィットネスプラザゆと

り内に自動販売機、売店の設置をしています

が、年々売り上げが減少し、収益も少なくな

っている状況です。自動販売機については、

１台のみが自主運営で、３台は、業者の管理

となっており、売り上げに応じた手数料をい

ただいています。�

・自動販売機の収支のバランスに応じた経営�

・適正な在庫管理に努め、増収を図る�

・経費の節減�

　利用者サービスとしての自動販売機の設置は、

必要であり今後も経営していきます。売上状況

を精査し、自動販売機の設置台数や商品の仕入

れを検討し、増収に努めます。�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

事業収入�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（４）共同募金運動への協力�

　民間社会福祉事業の活動財源として、共同

募金運動に協力し、募金活動を実施していま

すが、会費と同様、募金額が減少してきてお

り、これに伴って配分金額も減少してきてい

ます。�

・共同募金委員会の事務局を受け共同募金運

動への協力�

・広報啓発により、募金活動及び使途の内容

の明確化�

・募金活動の理解と関心を高める�

・募金が効果的に使用されるよう配分事業の

検討�

　共同募金の趣旨の理解を図り、募金額の増に

努めるとともに、配分事業を検討し有効活用に

努めます。�

事業区分�

単独事業�

県共募�

財源区分�

共同募金�
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現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（５）基金、積立金の運用�

　現在基金及び積立金として３７，０００千

円の額を保有していますが、金利の低下によ

り、果実を運用できる状況にはありません。

積立金は、将来更新が必要な車両等の購入の

原資として積み立てています。�

・福祉基金は社協の財産として原資の確保�

・積立金は、将来的な設備投資のため、有効

に使用できるように計画的に運用�

�

　基金は、町社協への寄付金を基に造成されて

いるため、今後も財産として管理に努めていき

ます。積立金は、介護保険収入の急激な悪化や

設備投資のための財源として活用していきます。�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

寄付金�

介護保険収入等�

現状と課題� 今後の取り組み�

具体的取り組み�
,
18

,
19

,
20

,
21

,
22 関係機関�

（６）各種助成制度等の活用�

　これまでも、２４時間テレビや日本財団、

共同募金配分金等の助成を受け、事業用車両

や備品の購入整備を図ってきました。�

　自主財源での整備が制限される中、今後も

助成制度を有効活用することが求められます。�

・自主財源の負担の軽減を図るため、設備投

資等可能な限り助成金制度を活用�

　助成事業を活用することによって、自主財源

の負担軽減を図り、安定した事業運営に努めま

す。�

事業区分�

単独事業�

財源区分�

各種助成制度�
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深浦町民福祉意識調査結果�
�

○調査実施要項�
 �

�

１．目　　的�

　町民の地域や福祉に関する意識や要望、理解度を調査し、今後の地域福祉を推進する活動計画の

基礎資料とするために調査を実施します。�

�

２．実施主体�

　社会福祉法人 深浦町社会福祉協議会�

　　�

３．調査内容�

１）記入者に関する項目�

２）地域との関わり方について�

３）社会福祉について�

４）ボランティアについて�

５）災害について�

６）深浦町社会福祉協議会について�

�

４．調査方法�

１）調査範囲　・・・・・・　町内全域�

２）調査対象　・・・・・・　町内に居住する成人、１，０００人�

３）調査方法　・・・・・・　配票調査法（学校や企業等に配布、回収する）�

４）調査基準日　・・・・・　平成２８年１１月１日�

５）調査期間　・・・・・・　平成２８年１２月１日（木）～１２月１６日（金）�

�

５．調査対象�

　　深浦町の次の関係機関、団体、職場などを対象に依頼する�

　　　１）町内６小中学校と木造高校深浦校舎の保護者�

　　　２）町内企業及び福祉施設従業員�

　　　３）町内老人クラブ会員�

　　　４）深浦町職員�

　　　５）地域住民�

　�

６．留　意　点�

１）調査結果は、統計的に集計して公表します。�

２）深浦町地域福祉活動計画策定の基礎資料として活用します。�

３）地域福祉推進のための事業検討の参考データとして活用します。�
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○アンケート調査対象者�

○アンケート集計結果�

依頼先� 依頼数 � 回収数 �重複回答�
有効回答 �
件数 � 備　考 �

1�
町内6小中学校�

木造高校深浦校舎の保護者�

町内企業及び福祉施設従業員�

町内老人クラブ会員�

深浦町職員�

地域住民�

2�

3�

4�

5�

合　計�

調査対象者（A） 　　　　　　　992 （依頼数 1,101 － 重複回答 109）�

有効回答者数（B） 　　　　　　　863 （回収数 972 － 重複回答 109）�

回収率（B）÷（A）　　　　　　87.00%   

No.

520�
�

283�

90�

174�

34�

1,101

457�
�

258�

78�

150�

29�

972

94�
�

15�

0�

0�

0�

109

363�
�

243�

78�

150�

29�

863

（１）回答者の属性�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

318 544 1

①性別�

　※グラフ中の「前回」とは、平成24年８月に行った「福祉意識調査」結果の値です。�

人数�

男� 女� 未回答�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

52 170 319 170 69 52 31

②年齢�

計�

20歳代� 30歳代� 40歳代� 50歳代� 60歳代� 70歳代� 80歳以上�

44�



－　－�

③職業�

⑤居住年数�

④世帯構成人数�

0 50 100 150 200 250 300 350 400

会社員�

公務員�

その他�

無職�

自営業�

漁業�

農業�

会社役員�

未回答�

学生�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　163�

　　　　　　　　　　　　 116�

　　　　　　　　　　　 108�

　　　　38�

　　　35�

　　 29�

　13�

　8�

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回� 46　　 101　　　　　164　　　　　　　181　　　　　　　166　　　　　　　　202　　　　3

前回�36　　110　　　　　158　　　　　　　213　　　　　　　　185　　　　　　　　227　　　　 0

1人� 2人� 3人� 4人� 5人� 6人以上� 未回答�

0 100 200 300 400 500 600 700

20年以上�

10～20年未満�

6～10年未満�

3～6年未満�

1～3年未満�

1年未満�

未回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　585�

　　　　　　　　　151�

　　 44�

　 27�

　　 39�

　15�

2
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定着意向【全体】�

定着意向【年齢別】�

（２）地域生活について�

①地域定着意向�

・「住み続けたい」「どちらかといえば住んでいたい」を合わせた割合が、約60%ですが、前回調査

時から６%減少。転出したい人が３%増加している。�

・30歳代に転出意向が28.2%と最も高い。�

・70歳以上の方の転出意向はないが、買い物や医療機関が遠いことへの困りごとが多い。�

これからもずっと住んでいたい� どちらかといえば住んでいたい� できれば転出したい�

転出したい� わからない� 未回答�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回� 287　　　　　　　　　　　　　237　　　　　　　　140　　　56　　　　140　 　3

前回�

20歳代�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代�

80歳以上�

355　　　　　　　　　　　　　258　　　　　　　120　　 46　　　141　　　9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

これからもずっと住んでいたい� どちらかといえば住んでいたい� できれば転出したい�

転出したい� わからない� 未回答�

14

41

75

55

40

38

24 5 1 1

11 2

12 8 2 7

51 32 8 23

97 62 20 64

46 28 20 34 1

1

1

1

15 7 6 10
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隣近所とのつながり�

②隣近所とのつながり�

・挨拶をする程度までは90.97%と比較的高いが、前回よりも４%少なくなっている。�

今回�

前回�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常的に交流が多い� 世間話をする程度� 挨拶をする程度�

あまり交流がない� ほとんど付き合いがない� 未回答�

地域の活動への参加�

③地域とのつながり（町内や地区の行事への参加）�

・ある程度まで参加している方の割合が前回の57.48%から48.79%と大きく減少している。�

・50歳代までは半数、70歳代ではほとんどの方が参加している。�

・40歳代までの回答が半数以上のため、平均は50%にとどまる�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的によく参加している� ある程度参加している� あまり参加していない�

ほとんど参加していない� 未回答�

309 283 284 31

267209 309 48

24

6

14

8

今回� 95 326 236 203 3

134 400 223 164 8前回�
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地域の活動への参加【年齢別】�

④地域でのたすけあい�

・②、③同様、近隣との交流が助け合いにつながっていると思われる。�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的によく参加している� ある程度参加している� あまり参加していない�

ほとんど参加していない� 未回答�

20歳代�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代�

70歳代�

80歳以上�

よく助け合っている� 79�

346�

246�

51�

26�

111�

4

助け合っている�

どちらともいえない�

あまり助け合っていない�

助け合っていない�

わからない�

未回答�

未回答 0.5%

よく助け�
合っている�
9.2%

助け合っている�
40.1%

どちらともいえない�
28.5%

あまり助け�
合っていない�
5.9%

助け合って�
いない　3.0%

わからない�
12.9%

2

13

10

13

18

26

13 15 3

24 1 1

31 8 12

74 57 24 2

112 98 99

55 49 53

15 1520
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⑤地域との関わり�

・約75%が、参加、協力していきたいと意欲的である。�

未回答 0.58%

できる限り�
助け合いたい�
22.13%

できる範囲で参加、協力したい�
46.81%

自分の生活で�
精一杯なので�
あまり参加、�
協力できない�
18.19%

特に関わりたくない�
4.87% わから�

ない�
7.42%

できる限り助け合いたい�

できる範囲で参加、協力�

したい�

自分の生活で精一杯なの�

であまり参加、協力でき�

ない�

特に関わりたくない�

わからない�

未回答�

191�

404�
�

�

157�

�

42�

64�

5

⑥団体やサークル活動について�

・PTAや町内会活動に参加している方が

多いが、関わっていない方も３割強と増

加傾向にある。これらの方々にいかに地

域活動に参加してもらうかが課題と思わ

れる。�

181�

86�

57�

103�

39�

250�

90�

292�

16

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関わっていない�

PTA�

町内会�

当事者団体�

サークル�

消防団�

伝統行事の保存会�

社会福祉協議会�

その他�

　　　　　　　　　　　　　33.84%�

　　　　　　　　　　　28.97%�

　　　　　　　 20.97%�

　　　　11.94%�

　　　 10.43%�

　　　9.97%�

　　6.60%�

　4.52%�

1.85%

町内会�

消防団�

伝統行事の保存会�

当事者団体（青年団、老人クラブ、婦人会等）�

社会福祉協議会�

P�T�A�（保育園の保護者会等含む）�

サークル（趣味や仲間のグループ）�

関わっていない�

その他�
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未回答 0.46%

知っている�
55.97%

名前と自宅程度は知っている�
12.28%

名前だけは聞いたことがある�
7.76%

民生委員はわかるが、　　　�
誰がやっているかわからない�

13.67%

全くわ�
からない�
9.85%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域住民のよき相談役�

行政機関の業務に協力する、行政と住民のパイプ役�

�

�

社会福祉協議会と協力し、地域福祉を推進する�

公的な調査に協力する�

よくわからない�

（３）民生委員について�

①民生委員の認知度�

・名前までわかる程度の方までは、76.01%と前回から6.69%増加している。�

②民生委員の役割�

・役割はおおむね理解されていると思われる。�

行政機関の業務に協力する、行政と住民のパイプ役� 359�

225�

396�

278�

353�

100�

62

社会福祉協議会と協力し、地域福祉を推進する�

地域住民のよき相談役�

生活に困っている住民に、福祉サービス等の情報を提供する�

地域の一人暮らし高齢者等、援助が必要な住民を見守り支援する�

公的な調査に協力する�

よくわからない�

　　　　　　　　　 45.89%�

　　　　　　　　 41.60%�

　　　　　　　　40.90%�

　　　　　　32.21%�

　　　　 26.07%�

 11.59%�

7.18%

地域の一人暮らし高齢者等、�
援助が必要な住民を見守り支援する�

生活に困っている住民に、�
福祉サービス等の情報を提供する�
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（４）困りごと�

①主な相談先�

・家族や親せき、友人、知人との関わりがいかに大切かが伺われる。�

②困りごとや不安に思うこと�

・医療、日常生活の利便性、就業に不満を抱いている方が多くなっている。�

・前回調査時とあまり変化なし�

0 100 200 300 400 500 600 700 800

家族や親戚�

友人や知人�

深浦町役場�

近所の人�

学校や保育所�

民生委員�

医療機関�

警察�

地域包括支援センター�

社会福祉協議会�

その他�

ケアマネージャー�

福祉施設�

保健協力員�

医療機関が遠い�

若い人の働く場がない�

買い物や通院などの交通の便が不便である�

収入が少なく生活が苦しい�

地域にお店が少なくなり買い物が不便である�

安定した仕事がない�

子供の教育に関して不安がある�

娯楽施設が少ない�

雪かきが大変である�

家の跡を継ぐ者がなく将来が不安�

その他�

近くに頼りにする人がいない�

福祉のサービスを受けたいと思っても�
相談窓口がわからない�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 735�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 583�

　　　　　 124�

　　　　75�

　　42�

　　41�

　　41�

    38�

   30�

  18�

 16�

 13�

 10�

3

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　472�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　362�

　　　　　　　　　　　　　　　　 289�

　　　　　　　　　　　　208�

　　　　　　　　　　　 203�

　　　　　　　　 152�

　　　　　　　121�

　　　　　　108�

　　　　　　104�

　　　 65�

　　41�

   24�

6
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（５）福祉について�

①「福祉」という言葉から思い浮かぶこと�

・将来の生活や福祉への願いを込めての回答になったのではないかと思われる。�

・前回調査時からあまり変化なし�

生活に困っている人を支�

援する活動�
158�
�

�

329�

�

107�
�

�

229�

�

33�

7

介護保険法や年金制度な�

どの社会保障制度や高齢�

者福祉サービス�

地域において、悩みを抱�

えた人を支援する活動�

すべての住民が安心した�

日常生活を送れるように�

すること�

わからない�

未回答�

②福祉に関する情報の入手�

・広報誌やテレビ、新聞からの情報が多く、広報の重要性がうかがわれる。�

・インターネットからの情報収集の割合が増えている。�

未回答　0.81%

生活に困っている�
人を支援する活動�

18.31%

介護保険法や年金制度�
などの社会保障制度や�
高齢者福祉サービス�

38.12%

地域において、悩みを�
抱えた人を支援する活動�
　　　　　　　 12.40%

すべての住民が�
安心した日常生活を�
送れるようにすること�

26.54%

わからない�
3.82%

0 100 200 300 400 500 600 700

町で発行する広報誌�

社会福祉協議会で発行する広報誌�

テレビやラジオ�

新聞や雑誌�

インターネット�

福祉施設�

知人や近所の人�

家族や親戚�

学校や保育園 �

民生委員�

ケアマネージャー�

ホームヘルパー等�

その他�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　602�

　　　　　　　　　　　　　　320�

　　　　　　　　　　　　　292�

　　　　　　　　　　　252�

　　　　　　　162�

　　　　 104�

　　　　95�

　　　71�

　 41�

　29�

 21�

 15�

7

52�



－　－�

③高齢化が進む今後の社会展望�

・住み慣れた地域での生活を望む声が多く、今後の重要な課題でもある。�

その他　1.04%

在宅生活が困難に�
なった時に、施設に�
入居しやすい社会�

30.71%

施設や在宅サービスを併用しながら、�
住み慣れた地域で生活できる社会�

42.87%

ホームヘルプサービ�
スなど在宅サービ�
スを充実して、�
自宅で生活し�
やすい社会�
　　16.11%

わからない�
9.27%

在宅生活が困難になった�

時に、施設に入居しやす�

い社会�

施設や在宅サービスを併�

用しながら、住み慣れた�

地域で生活できる社会�

ホームヘルプサービスな�

ど在宅サービスを充実し�

て、自宅で生活しやすい�

社会�

わからない�

その他�

�

265�

�

�

370�

�

�

139�
�

�

80�

9

④自分や家族、親族が福祉サービスを利用するときの思い�

・経済的な不安が最も多くなっている。�

・前回調査時からも経済的負担が気になる割合が多くなっている。�

その他　0.46% 家族や親戚の考えが気になる�
7.30%

隣近所の目が�
気になる�
0.81%

経済的な負担が気になる�
64.89%

内容がよく�
わからず不安�
5.21%

福祉サービスに�
かかわる職員の�
対応が気になる�
10.89%

ほとんど問題ない　6.26%

よくわからない　4.17%

家族や親戚の考えが気に�

なる�

隣近所の目が気になる�

経済的な負担が気になる�

内容がよくわからず不安�

福祉サービスにかかわる�

職員の対応が気になる�

ほとんど問題ない�

よくわからない�

その他�

63�
�

7�

560�

45�

94�
�

54�

36�

4

53�
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その他　0.35% 未回答　0.23％�

行政が中心�
となって地域�
住民のため�
に活動�
11.24%

行政と関係団体が�
連携して地域住民�
のために活動�
25.61%

　行政と関係団体が�
　中心となり住民が�
参加・協力して活動�

18.19%

行政と関係団体及び�
住民が一緒になり�
連携して活動�
21.67%

地域住民が中�
心となり行政�
や関係団体の�
協力で活動�
　　4.87%

わからない�
14.60%

地域住民と�
関係団体が�
中心となり�
活動　3.24%

⑤地域の福祉推進のためのすすめかた�

・現在は行政と関係団体が中心となり、住民が参加、協力していく形が多いが、将来的には住民が一

緒になり連携して活動していく方向にしていきたい。�

行政が中心となって地域�
住民のために活動�

⑥気になる社会情勢�

・年金問題はあいかわらず関心の高い問題で、次いで少子高齢化も割合を伸ばしてきている。また、

原発問題や消費税の問題も割合は低いものの関心は薄れてきている。�

行政と関係団体が連携し�
て地域住民のために活動�

行政と関係団体が中心と�
なり住民が参加・協力し�
て活動�

行政と関係団体及び住民�
が一緒になり連携して活�
動�

地域住民が中心となり行�
政や関係団体の協力で活�
動�

地域住民と関係団体が中�
心となり活動�

わからない�

その他�

未回答�

97�

221�

157�

187�

42�

28�

126�

3�

2

少子高齢化�

年金の問題�

後期高齢者医療費制度�

自然災害�

地球温暖化�

振込詐欺や悪質商法�

食品の安全問題�

物価の高騰�

原子力発電の問題�

不登校�

いじめ�

自殺問題�

生活保護の問題�

消費税の問題�

政治不信�

その他�

437�

575�

215�

223�

105�

28�

55�

168�

44�

8�

117�

35�

87�

125�

89�

21�

�
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（６）ボランティアについて�

①あなたが考えるボランティア�

・自発的活動であることが理解されていると思われる。�

・完全無償も微減となったが全体的な割合は前回同様�

未回答　0.23%

すべて無償で行う活動�
54.58%

弁当代や交通費等�
の実費は支給で、�
あとは無償の活動�

29.78%

謝礼程度の報酬を�
もらう有償の活動�

8.00%

わから�
ない�
7.42%

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％�100％�

少子高齢化�

年金の問題�

後期高齢者医療費制度�

自然災害�

地球温暖化�

振込詐欺や悪質商法�

食品の安全問題�

物価の高騰�

原子力発電の問題�

不登校�

いじめ�

自殺問題�

生活保護の問題�

消費税の問題�

政治不信�

その他�

すべて無償で行う活動�

弁当代や交通費等の実費�

は支給で、あとは無償の�

活動�

謝礼程度の報酬をもらう�

有償の活動�

わからない�

未回答�

471�

�

257�

�

69�
�

64�

2

                                                       50.64％�

                                                                         66.63％�

                          24.91％�

                           25.84％�

            12.17％�

   3.24％�

       6.37％�

                    19.47％�

     5.1％�

0.93％�

              13.56％�

    4.06％�

          10.08％�

               14.48％�

          10.31％�

  2.43％�
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わからない�
5.21%

その他　0.46%福祉サービスや制度の�
不足を補うため　4.52%

未回答　0.12％�

自分の意識や見識を�
高めるため　5.91%

困っている人を支援するため�
62.11%

知人や仲間が�
やっているから�
　　0.00%

自己満足のため�
2.20%

いろんな人と�
ふれあうため�
　5.10%

仲間の輪を�
広げるため�
　1.62%

余暇を有効に�
活用するため�
　1.27%

頼まれてなんと�
なくやっている�
　1.04%

　地域や関係�
　者の役に立�
ちたいから10.43%

②ボランティア活動の目的�

・自分のためというよりは、他人のためという意識が高いようである。�

自分の意識や見識を高め�
る�

困っている人を支援する�

いろんな人とふれあう�

仲間の輪を広げる�

余暇を有効に活動する�

頼まれて何となくやって�
いる�

地域や関係者の役に立ち�
たい�

知人や仲間がやっている�
から�

自己満足のため�

福祉サービスや制度の不�
足を補う�

わからない�

その他�

未回答�

51�
�

536�

44�

14�

11�

9�
�

90�
�

0�
�

19�

39
�
�

45�

4�

1

③これまでに参加したボランティア活動�

・学校を通じての保護者からの回答が多いため、子ども会活動が多くなっている。環境美化活動も参

加しやすいボランティアで割合は多い。�

・ボランティア活動に参加したことがない方が、２割となっている。�

福祉施設での活動�

地域の支援が必要な世帯の見守り活動�

各種募金活動�

障害児（者）への支援活動�

子供会の活動�

公共施設や道路の清掃・環境美化活動�

交通安全、防火・防犯活動�

各種福祉事業のスタッフ協力�

地域振興活動支援�

スポーツやレクリエーション指導�

文化・伝承活動�

青少年健全育成活動�

災害支援活動�

ボランティア活動に参加したことがない�

その他�

�

118�

34�

134�

45�

337�

328�

97�

45�

38�

86�

72�

23�

59�

192�

5�

�

56�
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その他　2.72%

きっかけがない�
25.54%

興味がない�
11.41%

時間に余裕がない�
35.87%

必要と�
感じない�
　1.63%

一緒に活動�
する仲間が�
いない�
2.72%

特に理由�
はない�
14.67%

わからない�
5.43%

④③でボランティア活動に参加したことがない方の理由�

・きっかけや一緒に活動する仲間がいないという方に、いかに情報提供していけるかが大切であると

思われる。�

・時間に余裕がないの割合が増えている�

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福祉施設での活動�

地域の支援が必要な世帯の見守り活動�

各種募金活動�

障害児（者）への支援活動�

子供会の活動�

公共施設や道路の清掃・環境美化活動�

交通安全、防火・防犯活動�

各種福祉事業のスタッフ協力�

地域振興活動支援�

スポーツやレクリエーション指導�

文化・伝承活動�

青少年健全育成活動�

災害支援活動�

ボランティア活動に参加したことがない�

その他�

　　　　13.67%�

　3.94%�

　　　　 15.53%�

　 5.21%�

　　　　　　　　　　　　39.05%�

　　　　　　　　　　　　38.01%�

　　　 11.24%�

　　5.21%�

　4.40%　　　�

　　　9.97%�

　　 8.34%�

　2.67%　�

　　6.84%�

　　　　　　　22.25%�

0.58%

興味がない�

きっかけがない�

時間に余裕がない�

必要と感じない�

一緒に活動する仲間がい�

ない�

特に理由はない�

わからない�

その他�

21�

47�

66�

3�

5�
�

27�

10�

5
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（７）災害に対する意識�

①東日本大震災以降の災害に対する意識の変化�

・東日本大震災から５年経ち、熊本地震もあったため、非常時の関心は比較的変わっていない�

避難場所を確認した�

非常時の持ち出し用品を準備するようになった�

家族で安否確認の連絡の取り方を話し合った�

災害のニュースを良く見たり聞いたりするようになった�

避難指示があったらすぐに避難しなければいけないと思うようになった�

何も変わらない�

その他�

403�

222�

179�

445�

374�

78�

6

0％�10％�20％�3％0 40％�50％�60％�70％�80％�90％�100％�

避難場所を確認した�

非常時の持ち出し用品を準備するようになった�

家族で安否確認の連絡の取り方を話し合った�

災害のニュースを良く見たり聞いたりするようになった�

�

何も変わらない�

その他�

避難場所を確認した�

非常時の持ち出し用品を準備するようになった�

家族で安否確認の連絡の取り方を話し合った�

災害のニュースを良く見たり聞いたりするようになった�

�

何も変わらない�

その他�

　　　　　　　　　　　　　46.70%�

　　　　　　 25.72%�

　　　　　 20.74%�

　　　　　　　　　　　　　　 51.56%�

　　　　　　　　　　　　43.34%�

　　 9.04%�

0.70%

避難指示があったらすぐに避難しなければいけ�
ないと思うようになった�

災害に対する意識�
0 100 200 300 400 500 600

今回 　　前回�

避難指示があったらすぐに避難しなければいけ�
ないと思うようになった�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 403�

　　　　　　　　　　222�

　　　　　　　　179�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 445�

　　　　　　　　　　　　　　　　　 374�

　　　　78�

6�

�

　　　　　　　　　　　　　　　330�

　　　　　　　　　　 233�

　　　　　　　　 189�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　525�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　390�

　　　69�

12�

�
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②避難場所の把握�

・毎年の防災訓練等が活かされていると思われる。�

・知っている割合も5%増加�

未回答　0.35%

知っている�
93.63%

知らない�
6.03%

③普段から災害時のために準備していること�

・停電に対しての対応が最も多い。�

知っている�

知らない�

未回答�

808

52

3

非常時の持出品を準備している�

タンス等の倒壊対策をしている�

ローソクや懐中電灯を準備している�

非常食を準備している�

何も準備していない�

その他�

非常時の持出品を準備している�

タンス等の倒壊対策をしている�

ローソクや懐中電灯を準備している�

非常食を準備している�

何も準備していない�

その他�

189

69

572

117

212

7

0％�10％�20％�30％�40％�50％�60％�70％�80％�90％�100％�

　　　　　　 21.9％�

　　 8％�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66.28％�

　　　　13.56％�

　　　　　　　24.57％�

0.81％�

�
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④災害時に家族がバラバラになったときの連絡方法�

・日頃からの話し合いが必要であると思われる。�

・前回同様の結果�

未回答　0.46%

ある�
38.93%

ない�
21.21%

何かの機会に家族と�
話し合いたい�
39.28%

今後も必要性を感じない�
0.12%　　�

ある�

何かの機会に家族と話し�

合いたい�

ない�

今後も必要性を感じない�

未回答�

336�

339�
�

183�

1�

4

⑤災害時の自給できる期間�

・ある程度過ごせる方は多いが、さらに備えを万全に、という考え方を深めていきたい。�

未回答　1%
１日は過ごせる�

4%

２～３日程度は�
過ごせる�
48.44%

１週間程度は過ごせる�
45%

１日も過ごせない�
0%

その他　1%
１日は過ごせる�

２～３日程度は過ごせる�

１週間程度は過ごせる�

１日も過ごせない�

その他�

未回答�

37�

418�

392�

3�

9�

4
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⑥災害時に避難場所まで避難することができるか�

・ほとんどの方が避難できると回答しているが、災害の状況によって違ってくるので、日頃からの備

えが必要と思われる。�

（８）第1次深浦町地域福祉活動計画について�

①平成25年度～29年度の第１次地域福祉活動計画の認知度�

・知っているが12.87%とほとんどの方がわからない状況。�

未回答　0.58% よく知っている　2.90%

知っている�
9.97%

あまりよく知らない�
31.05%

知らない�
55.50%

未回答　0.46%

避難場所まで避難�

するつもりはない�
1.39%

一人で避難することができる�
90.61%

自宅の周り程度�

までは避難できる�
6.03%

車に乗せてもらわな�

ければ避難できない�
1.16%

その他　0.35%

一人で避難することがで�

きる　　　　　　  　　�

自宅の周り程度までは避�

難できる�

車に乗せてもらわなけれ�

ば避難できない�

避難場所まで避難するつ�

もりはない�

その他�

未回答�

782�

�

52�

�

10�

�

12�

�
3�

4

よく知っている�

知っている�

あまりよく知らない�

知らない�

未回答�

25

86

268

479

5
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①深浦町社会福祉協議会の認知度�

・６割の方が知っていると回答しているが、今後も情報提供等により、社協に対する理解を深めてい

ただく努力が必要である。�

・前回とあまり変わらない�

深浦町社協の認知割合�

（９）深浦町社会福祉協議会について�

未回答　0.23%

よく知っている�
12.75%

知っている�
48.67%

あまりよく�
知らない�
15.06%

名前だけは�
聞いたこと�
がある�
17.38%

知らない�
5.91%

よく知っている�

知っている�

あまりよく知らない�

名前だけは聞いたことが�

ある�

知らない�

未回答�

110�

420�

130�

150�
�

51�

2

0％� 10％� 20％� 30％� 40％� 50％� 60％� 70％� 80％� 90％� 100％�

今回�

前回�

よく知っている　　　　　　　　　知っている　　　　あまりよく知らない�

名前だけは聞いたことがある　　　知らない　　　　　未回答�

110

121 452 180 108 51 17

420 130 150 51 2
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②深浦町社会福祉協議会の組織の理解�

・半数近くが民間団体と認識しているが、問33も含め、PR活動等に努めたい。�

・民間団体という認識が前回46.82%から54.23%と少しずつ認識されている�

未回答　0.58%

町役場の�
出先機関�
9.62%

　町役場の�
仕事を補助�
する団体�
11.47%

福祉活動を専門に行う民間団体�
54.23%

よくわからない�
11.36%

全くわからない�
12.75%　�

町役場の出先機関�

町役場の仕事を補助する�

団体�

福祉活動を専門に行う民�

間団体�

よくわからない�

全くわからない�

未回答�

83�

99�

�

468�

�
98�

110�

5

63�
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③深浦町社会福祉協議会の事業について�

・低率の部分を５割以上にするように積極的な事業展開とPR活動に努めたい。�

・生きがい活動支援事業、フィットネスプラザの管理は認知度が高いが、細かな事業についての周知

がさらに必要�

苦情解決相談窓口�

町社会福祉大会の開催�

広報紙の発行�

福祉作文集の発行�

ボランティアセンター事業�

ボランティア推進校の指定�

ほのぼの交流事業�

心配ごと相談事業�

福祉安心電話事業�

いきいき交流会�

シルバーバンク事業�

共同募金運動への協力�

権利擁護事業（法人後見等）�

外出支援サービス事業�

訪問介護事業（ヘルパー派遣）�

訪問入浴介護事業�

生きがい活動支援事業�

配食サービス事業�

生活支援体制整備事業�

たすけあい資金貸付事業�

生活福祉資金貸付事業�

フィットネスプラザ「ゆとり」の管理経営�

深浦町老人クラブ連合会事務局�

西郡老人クラブ連合会事務局�

深浦町身体障害者福祉会事務局�

深浦町母子寡婦福祉会事務局�

共同募金会深浦町共同募金委員会事務局�

その他�

　　　　　106�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　372�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 495�

　　　　　　　　　　　　　　　　　336�

　　　　　　 133�

　　 64�

　　　　　　　　163�

　　　　　95�

　　　　　　　　　　 207�

　　　　　　　　　　　　　　　　　332�

　　　　　 115�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　351�

　　　　　107�

　　　　　　　　165�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 381�

　　　　　　　　　　　　　　　　　 349�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 476�

　　　　　　　　　　　　241�

　　　70�

　　　　 98�

　　　　　　　 151�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 553�

　　　　　　　　　　　　　　277�

　　　　　　　　164�

　　　　　　　　164�

　　　　　　129�

　　　　　　　　　　　　　　270�
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④力を入れていってほしい分野�

・学校を通じての保護者からの回答が多いため、子育て支援、福祉教育が高率となっている。�

生活支援に関する事業（買い物や除雪支援等の活動）�

子育て支援事業（子育てサロン、ファミリーサポートセンター等）�

高齢者に関わる事業（老人クラブ支援、生きがい対策）�

介護保険に関わる事業（在宅介護サービス等）�

公的サービス以外の低額な福祉サービス�

学校や小地域での福祉教育（各種福祉体験）�

ボランティアセンター事業（ボランティアの育成・派遣調整）�

福祉懇談会等の開催（地域に出向いて住民の意見を聴く）�

相談事業（各相談窓口の連携、資金貸付を含む）�

小地域見守りネットワーク（ほのぼの交流事業等住民主体の見守り活動）�

福祉の情報提供（社協だより、ホームページの立ち上げ等）�

福祉関係団体への支援（団体事務支援、行事開催の支援等）�

フィットネスプラザ「ゆとり」の管理経営（設備の整備等）�

権利擁護事業（判断能力が不充分な方の金銭管理や提出書類等の申請代行）�

福祉の啓発活動（福祉大会、福祉の作文コンクール等）�

その他�

0 100 200 300 400

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　327�

　　　　　　　　　　　　　　　　271�

　　　　　　　　　　　　　　239�

　　　　　　　　　　　191�

　　　　　　　　　　　187�

　　　　　　　　　　 182�

　　　　　　 122�

　　　　　　113�

　　　　　93�

　　　　 88�

　　　 72�

　　　66�

　　　65�

　　　61�

　　 51�
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（10）ご意見・ご要望��

�

　自由回答のご意見・ご要望については、一部抜粋して掲載しております。�

�

深浦町社会福祉協議会について�

◇社協が何をしているところかわからない人が多い。もっと広く世間にアピールし、今後の活動につ

なげてほしい。�

◇あまり活動が知られてないきがします。お年寄りの為だけにあるって感じ…。自分たちにはあまり

…。子供もお年寄りの為の物という意識しかないように感じます。�

◇ひとり暮らしで、今は元気ですが、いずれ社協のお世話にならなければと思って入ますので、各事

業の中身を詳しく知る機会を設けてください。�

◇どんな事業をやっているか、住民へのＰＲ不足のように思われる。対象以外にも広く住民が関心を

持つようなＰＲ活動が必要。せっかくいい事業に取り組んでいるのだからもったいないと思います。�

◇たくさんの事業に取り組んでいて大変だろうと思いますが、地域全般に活動していること等アピー

ルが不足しているように思われる。�

◇各組織のスタッフ名がわからないので、広報誌に周知してほしい。�

◇電話対応等で使う言葉遣いに気を付けたほうがいいと思います。�

◇職員のお名前がわからず困ることがあります。出来れば、職務と氏名（顔写真）があれば助かりま

す。私達の目線で相談出来ればとか、お尋ね用件がつながり、社協との距離が縮まるのではないで

しょうか。�

◇これまで、社会福祉協議会の事業について、あまり良く知る機会がありませんでしたが、これを機

にもう少し関心をもって事業について見直したいと思いました。�

�

事業について�

◇【配食サービス】協議会の仕事の一つに弁当の配食サービスがあるようですが、もっとアピールし

て沢山利用できるように強化すべきである。�

◇【いきいき交流会】いきいき交流会に参加しております。毎回たのしみにしております。今後も続

けてほしいです。�

◇【たすけあい資金貸付事業】たすけあい資金の貸付事業をしていることは、あまり知られていない

と思う。もっと詳しい情報などを広報した方が良いのではないでしょうか？広報では柔らかい表現

を使って分かりやすくして返済方法など載せるとか、もっと情報を発信した方が良いと思う。�

◇【介護職員初任者研修】介護職員初任者研修の募集をしていて、受けたいと思っていたのですが、

自分のように土・日仕事があり、忙しい時期で見送りました。冬期間中とかできればよいかと、場

所は岩崎内にしてくれるかとか、何でもかんでも深浦方面に行かねばならず、いつも不便を感じて

います。�

◇【フィトネスプラザ「ゆとり」】ゆとりの管理については、水回り等の老化で職員の負担が多く、

協議会より切り離すべきです。�
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◇【フィトネスプラザ「ゆとり」】ゆとりのバスを利用する人達から、出発までの時間が短く30分程

しか入浴ができない。年寄りは着替えたり移動したりするのに時間がかかるので、もっと長く滞在

したいと聞きます。�

◇【フィトネスプラザ「ゆとり」】トレーニングルームの器具で使用できないものがあったのですが、

それらを整備等したり新しく追加等を行ったのか知りたい。�

◇【生きがい活動支援事業】「生きがい活動」は母が楽しみに行っています。ゲームをしてきたと喜

んでいます。�

◇【生きがい活動支援事業】今後も生きがい活動支援事業を頑張って続けてほしいです。�

◇【生きがい活動支援事業】各集会所で実施している生きがい活動は良い事と思います。特に冬季面、

一人暮らしの方は話し相手、暖房等など良い面があります。�

◇【介護保険事業】通院介助や自宅でヘルパーさんや訪問入浴がある事を知らない人が、まだまだ多

いと思います。�

◇【共同募金】募金なのに500円の領収書をすでに準備しているのはある意味500円が強制されてい

るのではないかと思う。500円募金しない人は「悪い人」というイメージがつくと思う。募金はあ

くまで募金でいいのではないでしょうか。�

◇【共同募金】共同募金の収支はどうなっているか知りたい。�

◇【共同募金】赤い羽根募金等々強制的に感じる。領収書にはすでに金額が記入されているのを持っ

て集金に来る。個人の判断で募金できるような体制にしたほうがいいと思います。また、募金を地

区の方が集金にくるのもおかしいと思う。社協の職員が来るべきです。�

�

事業展開について�

◇ほかの事業者ができない事業をしてほしい。�

◇深浦町社協独自の事業が少ない気がする。他市町村の社協のように採算性のある事業を実施し、福

祉を充実してほしい。�

◇まだまだ弱者の対応はできていない、低所得者（年金がない人） の役には立っていない。�

◇少子高齢化問題について、新聞等によると深浦町も将来、消滅の恐れもあるという。もう少しこの

問題に取り組むべきではと思います。町当局とタッグを組み、子供を増やすにはどうするかとか、

テレビ等でやっている。お見合い作戦と連帯利用して、思い切った策を考える。�

◇除雪など中心となり、積極的な活動をしてほしい。�

◇老人クラブ支援、生きがい対策として地域のシルバー層（老人といわず）が地区の行事に参加しや

すくして、活気を取り戻すことが大事。また、各地区で環境美化に取り組んでいる地区がどれくら

いあるのかわかりませんが、協議会の人も国道を車で走ってわかると思いますが、あちこち草が生

い茂っています。観光の町がきいてあきれます。�

◇子供からお年寄りまで安心できるような支援をしていただきたいと思います。�

◇何かに参加したいと思っても、声もかけられることもなく、ある一定の人達でやっている。いつも

同じ人というイメージがあります。もっといろんな人に声をかけてもいいのかなと思います。�

◇深浦町は県内でも一、二を争うほどの高齢化のスピードが早く、今後も増加の一途をたどります。�
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　職員の方々の仕事も増加…。各自治会、町民全員が協力をして、高齢者の見守りと声かけなどをし、

安心と安全な町づくりのために、社会福祉協議会、行政側と連絡情報の交換が大事だと思います。�

◇一人暮らし高齢者が増えている中で、在宅でサービスを使って生活するのもいいと思うが、一人で

生活できず、施設入所にも当てはまらない人達の対策を考えるべきだと思う。�

◇20年後、30年後の深浦町がどうなっているのか不安です。病院も商業施設もなく、高齢者のみが

残っているのでしょうか。このまま深浦に住み続けるのは不安です。町全体で若者が働いて子育て

して生活できる環境を整える必要があると思います。�

◇高齢者が増えていくと思うので、気軽に相談しやすい環境をつくってほしいです。「長生きしてよ

かった」と思えるように又、支える家族にとっても安心できるような深浦町の社会福祉協議会であ

ってほしいです。�

◇子育て支援事業や高齢者に関わる事業には目を向けているように感じられます。しかし、障がい者

（児）に関わる事業はどうでしょうか。もう少し、そういった分野にも目を向け、「バリアフリー

な町」を目指してほしいです。�

◇高齢者が多いから福祉に力を注ぐのも大切だが、若者が町外からリターンしてこられるように雇用

の場の安定確保、素晴らしい観光の場がたくさんあるのだからもっとアピールして観光客がおとず

れるように努力すべきである。何もしないで待っていてもお客さんは来ません。ただ与えられた仕

事をするのではなくもっと活動すべきである。�

◇地域に出向いて、社会福祉協議会の事業活動の啓蒙と地域住民の意見を把握し、できる事業を取り

入れて、実施できるものを広報に載せてほしい。�

◇紙面だけでの理解は、難しい人もいると思うので、地域での話し合いが多くあればいいと思う。�

◇社会福祉大会等、屋内での開催が多いかと思いますが、たまには屋外でのレクリエーション（例え

ば役場駐車場とか校庭とか）などもあって良いのではないでしょうか。その時に災害時の避難場所

等の告知をするとか何か組み合わせてやると良いと思う。�

◇若い人材が不足してきているように思えます。高齢化社会に向けての課題である人手不足を補うた

めの戦略を望みます。�

◇公共交通機関がほとんどなく、買物、通院に不便を感じるお年寄りは多いと思います。何かいいサ

ービスがあれば喜ばれるのではないでしょうか。�

◇町ともっと協力して活性化につながるような対策をとってほしい。（県外の知人から言わせるとこ

の町は死滅していると言っている。）これを聞いてまったくその通りだと思う。町を歩いていても

店を閉めているところばかり目がつく。�

◇高齢者支援事業はあれこれあるけれど、子育て支援に関しては手薄な気がする。これからを生きて

いかないといけない子ども達に、もっと目をかけてあげて欲しい。�

�

福祉全般について�

◇少子高齢化に入って、10年後20年後になって増える一方で、介護者の不足が心配です。長寿社会

となり老々介護の問題も生じております。すべてを町などに頼ることなく、自分で出来ることは自

分でやること…。日頃からの自分の体力づくりが大事。�
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◇福祉の支援を受けております。これまではずっと無関心に過ごしてきましたが、調査票を受けてみ

て、初めてそのありがたさを実感しております。�

◇収入が低く、重労働のわりに賃金が見合わないため、職員が長続きしない。担い手になる人が減少

し、残った職員に更に負担がかかることになり悪循環。�

◇学校や保育園が違うと、親同士の交流がほとんどないと思います。子育て支援センターや子育て中

の人、それ以外の人も集まれるような場所があったらいいなと思います。子供を遊ばせる場所がな

く困っています。（特に日曜日ですが）現在あるかもしれませんが、私の周りにはありません。�

�

アンケートについて �

◇今回このような機会をもうけていただきありがとうございました。今感じていることを書かせてい

ただきましたが、実際に実施されないと「意見が反映されないのでは」と感じ、不安に思ってしま

います。今後の活動に期待しています。�

◇このアンケートによって、色々な活動をしていることを知りました。今後も高齢者に対して理解し、

応援していきたいものです。�

◇素晴らしいアンケート調査だと感心いたしました。とても大切な機会でした。�

◇この調査をして本当に役立てることができるのか不安です。�

◇今回のアンケートはとても良いと思う。これからもっと高齢化が進むだろう。この地区に福祉は大

事なことだと思う。こんなこともしていますというアピールをしなければ協力金だけの印象しか持

ってもらえないかもしれない。福祉を身近に考えてもらう機会を増やすべきだと思う。�

�

その他について�

◇全国的に独身の男女がたくさんいますが、結婚しないと子供が増えないし、保育園も学校も減少し

ていきます。この問題は行政だけでなく、町全体で考えていかなければいけない問題だと思います。�

◇子供の数が少ないのに保険料が高すぎる。医療機関も遠く、遊ぶ所も少ないから、若い人達が地元

を離れ、少子化につながっていると思う。�

◇冬場の一人暮らしのお年寄りや老夫婦世帯の雪かき等、行政はもちろんのこと深浦消防署がもっと

積極的に協力してもらいたいものです。署内にいる署員を見ると、何もなければただ一日を過ごし

ているように思えます。�

◇若い人の声を参考にしてほしい。�

◇深浦町全体の意識改革が必要だと思います。�

�

69�



－　－�

�

70�



－　－�

�

平成27年度�

一人暮らし高齢者ニーズ調査結果�

平成28年３月�

社会福祉法人　深浦町社会福祉協議会�

71�



－　－�

�

72



－　－�

　調査の概要�

�

１　調査の目的�

　自立・要支援・要介護状態にある一人暮らし高齢者が、居宅での生活継続を実現するための支

援課題について明らかにすることを目的とした。�

�

２　調査概要�

（１）調査対象者�

　深浦町に居住している、在宅一人暮らしの７０歳以上高齢者全数を対象とした。�

（２）対象者の選定�

　対象者は、深浦町が把握している７０歳以上一人暮らし高齢者のデータベースを用いてリス

トを作成した。�

（３）調査内容�

設　　　　　問�概　　要�

属性� □氏名・性別・年齢・連絡先・居住地区・身体の状況 

住まいの状況�
□住まいの形態 

□住居の種類 

家族や友人とのつき合い�

の状況 

問１親族等の状況 

問１－１親族等の中で最もよく会う方 

問１－１該当者の居住地 

問１－１該当者と会う頻度 

問２�近所・友人との付き合い 

体の状況 

問３�病気のときや一人でできないことについて頼れる人 

問４�定期的に通院しているか 

問５�受けている医療内容 

問５－１該当しないものの自由回答 

生活状況 

問６�通院や買い物など外出する移動手段 

問７�経済的な面での暮らし向き 

問８�安全確保、安否確認をかねてしていること 

問９�定期的な食事配達サービスの利用 

問１０�毎日の食事状況 

問１１�この１年間に活動した内容 

日ごろの生活行動に困る�

こと 

問１２�消費者被害や詐欺などに対する不安感 

問１３�冬の除雪の大変な場所 

問１４�冬の除雪を業者に依頼しているか 

問１５�玄関前の除雪は主に誰が行っているか 

問１６�生活行動をする際に困ること 

生活支援に対する希望 

問１７�今後利用してみたいサービス 

問１７－１�今後利用してみたいサービスの優先順位 

問１８�利用にあたっての希望する条件 

問１９�将来病気になったり手助けが必要になった場合の希望す�

る生活場所 

自由回答� 現在の生活の中で不安に思っていること 
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（４）調査実施方法�

　アンケート方式で実施した。�

　調査は、町との提携の深浦町一人暮らし高齢者等見守り宅配事業を活用して行う。回収につい

ては、返信用封筒を利用する。未回収分については、職員が訪問で行った。�

（５）調査時期�

　平成28年1月�

�

３　報告書の見方�

　回答結果の割合「%」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グ

ラフ、表においても反映しています。�

　複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％を超える場

合があります。�

　図表中において、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が著しく困難なものです。�

　グラフ及び表の「n数（number of case）」は、有効標本数（集計対象者総数）を表していま

す。�

�
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　調査結果�

�

１　回答者の属性�

　有効回収数355件の属性は、男71件（20.0％）、女284件（80.0％）であった。�

①性別�

性　別� 基数� 構成比(%)

男� 71�

284�

355

20.0�

80.0�

100.0

女�

全�体�
男�
20.0%

女�
80.0%

年齢�

②年齢�

　年齢別にみると、75歳以上79歳未満が34.6％、80歳以上84未満26.2％、85歳以上89歳未満17.2％、

70歳以上74未満が16.6％、90歳以上5.4％であった。�

0 50 100 150 200 250 300 350 400

70～74　　75～79　　80～84　　85～89　　90～�

年　齢� 基数�
構成比�

(%)�

70歳～74歳未満�

75歳～79歳未満�

80歳～84歳未満�

85歳～89歳未満�

90歳～�

総計�

59�

123�

93�

61�

19�

355�

16.6�

34.6�

26.2�

17.2�

5.4�

100.0�

16.6% 34.6% 26.2% 17.2% 5.4%
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③地区�

世帯構成�

地　区�

一　人�

暮らし�

構成比�

(%)

1．舮作�

2．横磯�

3．3区�

4．4区�

5．5区�

6．6区�

7．7区�

8．崎の町�

9．川原町�

10．12区�

11．長慶平�

12．東野�

13．広戸�

14．相野山�

15．塩見崎�

16．松原�

17．驫木�

18．風合瀬�

19．晴山�

20．田野沢�

21．北金1区�

22．北金2区�

23．北金3区�

24．関�

25．柳田�

26．岩坂�

27．沢辺�

28．岩崎下�

29．岩崎中�

30．岩崎上�

31．正久�

32．森山�

33．松神�

34．黒崎�

35．大間越�

2�

13�

25�

4�

10�

17�

7�

11�

8�

12�

5�

4�

14�

1�

4�

4�

16�

15�

6�

10�

6�

5�

9�

19�

9�

4�

13�

13�

10�

24�

17�

8�

6�

11�

14�

355

0.6�

3.7�

7.0�

1.1�

2.8�

4.8�

2.0�

3.1�

2.3�

3.4�

1.4�

1.1�

3.9�

0.3�

1.1�

1.1�

4.5�

4.2�

1.7�

2.8�

1.7�

1.4�

2.5�

5.4�

2.5�

1.1�

3.7�

3.7�

2.8�

6.5�

4.8�

2.3�

1.7�

3.1�

3.9�

100.0総　計�
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④身体の状況�

　身体の状況についてみると、「要支援・要介護認定を受けていない」が81.4％、「要支援・要介護

認定を受けている」10.1％、「わからない」が7.1％であった。�

要支援・要介護認定を受けていない�

要支援・要介護認定を受けている�

わからない�

無回答�

集　計� 構成比(%)

1．要支援・要介護認定を受けていない�

2．要支援・要介護認定を受けている�

3．わからない�

289�

36�

25�

5�

355

81.4�

10.1�

7.1�

1.4�

100.0

無回答�

全体�

無回答　1.4%

要支援・要介護認定を�
受けていない�
81.4%

要支援・要介護認定�
を受けている�
10.1%

わからない�
7.1%

⑤住まい�

　住まいの形態についてみると、「持ち家」が96.1％、「民間賃貸住宅」が3.1％、「貸間・その他」�

0.8％であった。また、住宅の種類についてみると、「一戸建て」が99.7％、「共同住宅」が0.3％で

あった。�

持ち家�

民間賃貸住宅�

貸間・その他�

集　計� 構成比(%)

全体�

貸間・その他　0.8%

持ち家�
96.1%

民間賃貸住宅�
3.1%

1．持ち家�

2．民間賃貸住宅�

3．貸間・その他�

341�

11�

3�

355�

�

96.1�

3.1�

0.8�

100.0

77�



－　－�

集　計� 構成比(%)

全体�

&住宅の種類�

一戸建て�

共同住宅�

共同住宅�
0.3%

一戸建て�
99.7%

1．一戸建て�

2．共同住宅�

354�

1�

355

99.7�

0.3�

100.0

集　計� 構成比(%)

全体�

２　家族や友人との交流状況�

①会いに来る身内（親族）（複数回答）�

　会いに来る身内の状況をみると、「子ども」が39.8％と最も多く、次いで「孫」15.4％であり、「あ

なた、配偶者の兄弟姉妹」、「その他の親族」、「子どもの配偶者」の順に多くなっていた。「いずれも

いない」は1.0％であった。�

1．子ども�

2．あなた、配偶者の父母�

3．あなた、配偶者の兄弟姉妹�

4．孫�

5．子どもの配偶者�

6．めい・おい�

7．配偶者�

8．その他の親族�

9．1から8はいずれもいない�

276�

2�

94�

107�

43�

68�

1�

85�

7�

10�

693

39.8�

0.3�

13.6�

15.4�

6.2�

9.8�

0.1�

12.3�

1.0�

1.5�

100.0

無回答�

78�



－　－�

会いに来る身内（親族）�

0 50 100 150 200 250 300

1．子ども�

2．あなた、配偶者の父母�

3．あなた、配偶者の兄弟姉妹�

4．孫�

5．子どもの配偶者�

6．めい・おい�

7．配偶者�

8．その他の親族�

9．1から8はいずれもいない�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　276�

2�

　　　　　　　　　　　94�

　　　　　　　　　　　　 107�

　　　　 43�

　　　　　　　　68�

1�

　　　　　　　　　　85�

　7�

　10

②身内（親族）の中で最もよく合う方�

　身内（親族）の中で最もよく合う方の続柄について１人回答を求めたところ、「子ども」が63.9％

が最も多く、次いで「あなた、配偶者の兄弟」15.6％であった。�

1．子ども�

2．あなた、配偶者の父母�

3．あなた、配偶者の兄弟姉妹�

4．孫�

5．子どもの配偶者�

6．めい・おい�

7．配偶者�

8．その他の親族�

209�

0�

51�

8�

3�

24�

0�

31�

1�

327

63.9�

0�

15.6�

2.5�

0.9�

7.3�

0�

9.5�

0.3�

100.0

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

79�



－　－�

③②最もよく会う方が住んでいる場所�

　最もよく会う身内（親族）の住んでいる場所については、「深浦町内」が52.7％、「青森県内」

25.1％、「秋田県」4.4％であった。青森県外（秋田県を除く）は15.4％であった。�

集　計� 構成比(%)

集　計� 構成比(%)

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

全体�

無回答�

全体�

無回答�

④②最もよく会う方の頻度�

　最もよく会う身内（親族）について会う頻度をみると、「週に1、2回程度」31.4％「月に１、２回

程度」29.0％、「毎日」と「半年に１、２回程度」が13.6％であった。�

⑤近所や友人との付き合い�

　近所や友人との付き合いについてみると、「している（週1回以上）」67.9％、「ときどきする（月

に1回～3回）」20.9％で合わせて、約8割を占めた。一方、「あまりしていない（半年～1年に1、2

回）3.1％、「していない（1年以上ない）」は5.6％であった。�

1.深浦町内�

2.青森県内�

3.秋田県�

4.青森県外（秋田県を除く）�

178�

85�

15�

52�

8�

338

52.7�

25.1�

4.4�

15.4�

2.4�

100.0

1.毎日�

2.週に1、2回程度�

3.月に1、2回程度�

4.半年に1、2回程度�

5.それ以外(1年に1回以下）�

46�

106�

98�

46�

34�

8�

338

13.6�

31.4�

29.0�

13.6�

10.0�

2.4�

100.0

1．している（週1回以上）�

2．ときどきする(月1回～3回）�

3．あまりしていない(半年～1年に１、2回）�

4．していない（1年以上ない）�

241�

74�

11�

20�

9�

355

67.9�

20.9�

3.1�

5.6�

2.5�

100.0

80�



－　－�

集　計� 構成比(%)

全体�

３　体の状況�

①病気のときや、一人ではできないことについて、頼める人はいますか。�

　病気のときや、一人ではできないことについて、頼める人についてみると、「親戚」が最も多く

31.7％であった。次いで、「別居の家族」29.1％、「近所の人」15.6％であった。�

無回答�

1．別居の家族�

2．親戚�

3．友人�

4．近所の人�

5．ヘルパー�

6．その他�

7．いない�

147�

160�

59�

79�

11�

19�

24�

6�

505

29.1�

31.7�

11.7�

15.6�

2.2�

3.8�

4.7�

1.2�

100.0

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

1．定期的に通院している�

2．定期的でないが通院している�

3．通院していない�

265�

54�

33�

3�

355

74.7�

15.2�

9.3�

0.8�

100.0

②現在、病院に通っていますか。�

　現在、病院に通っていますかについてみると、「定期的に通院している」が74.7％を占め、「定期

的でないが通院している」15.2％であった。一方、「通院していない」9.3％であった。�

その他　弟、妹、同居の四女、民生委員、訪問看護、まだ、わからない、子供、妹�

会いに来る身内（親族）�
0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

1．別居の家族�

2．親戚�

3．友人�

4．近所の人�

5．ヘルパー�

6．その他�

7．いない�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 160�

　　　　　　　　　　　59�

　　　　　　　　　　　　　　 79�

　11�

　　 19�

　　　　24�

6

81�



1．血圧�

2．コレステロール�

3．糖尿病�

4．心臓病�

5．脳卒中�

6．胃腸病�

7．肺の病気�

8．骨粗しょう症�

9．首の病気�

10．肩の病気�

11．腰の病気�

12．膝の病気�

13．骨折をした�

14．腎臓の病気�

15．膀胱の病気�

16．前立腺の病気�

198�

81�

26�

37�

6�

23�

4�

59�

3�

14�

59�

56�

12�

6�

3�

7

25.0�

10.2�

3.3�

4.7�

0.8�

2.9�

0.5�

7.4�

0.4�

1.8�

7.4�

7.1�

1.5�

0.8�

0.4�

0.8

1�

14�

3�

5�

43�

18�

19�

2�

2�

5�

1�

8�

33�

37�

8�

793

0.1�

1.8�

0.4�

0.6�

5.4�

2.3�

2.4�

0.2�

0.2�

0.6�

0.1�

1.0�

4.2�

4.7�

1.0�

100.0

17．子宮の病気�

18．耳の病気�

19．鼻の病気�

20．のどの病気�

21．白内障�

22．緑内障�

23．歯の治療�

24．皮膚の病気�

25．うつ病�

26．認知症�

27．パーキンソン病�

28．がん�

29．ない�

30．その他�

－　－�

③現在、治療している病気やケガはありますか。（複数回答）�

　現在、治療している病気やケガがありますかについてみると、「血圧」が25.0％で多く、

次いで「コレステロール」が10.2％であった。一方、「ない」も4.2％であった。�

集　計� 構成比(%)集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

82�



－　－�

現在、治療している病気やケガ�

1．血圧�

2．コレステロール�

3．糖尿病�

4．心臓病�

5．脳卒中�

6．胃腸病�

7．肺の病気�

8．骨粗しょう症�

9．首の病気�

10．肩の病気�

11．腰の病気�

12．膝の病気�

13．骨折をした�

14．腎臓の病気�

15．膀胱の病気�

16．前立腺の病気�

17．子宮の病気�

18．耳の病気�

19．鼻の病気�

20．のどの病気�

21．白内障�

22．緑内障�

23．歯の治療�

24．皮膚の病気�

25．うつ病�

26．認知症�

27．パーキンソン病�

28．がん�

29．ない�

30．その他�

無回答�

その他　喘息（アレルギー）、神経痛、痛風、めまい、膠原病、リウマチ、肝臓が悪い、金欠病、急に左目が見えずらく

眼科に通って検査中、年に1～2回位大きなめまい、胆のうの手術、貧血、骨密度、口内炎、精神科、乾燥肌、

頭痛、胆石、脳梗塞、心臓の血管がつまったことがある、ヘルニア、眼圧出血、右足首が悪い、右半身の麻痺。�

0 50 100 150 200 250

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 198�

　　　　　　　　　　　　　81�

　　　　26�

　　　　　　37�

　6�

　　　 23�

　4�

　　　　　　　　　　59�

　3�

　　14�

　　　　　　　　　 59�

　　　　　　　　　56�

　　12�

　6�

　3�

　7�

1�

　　14�

　3�

　5�

　　　　　　　43�

　　　18�

　　　19�

　2�

　2�

　5�

1�

　8�

　　　　　 33�

　　　　　　37�

　8
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1．徒歩�

2．自転車�
�

3．バイク�

4．自動車（自分で運転）�

5．自動車（人に乗せて�

　もらう）�

6．汽車�

7．公共バス�

114�

26�
�

9�

65�

149�
�

74�

35

19.8�

4.5�
�

1.6�

11.3�

25.9�
�

12.9�

6.1

8．病院や施設のバス�

9．電動カート・車イス�

　(電動三輪車を含む)�

10．タクシー�

11．介護タクシー�

12．その他�

54�

0
�

�

29�

3�

12�
�

5�

575

9.4�

0.0�
�

5.0�

0.5�

2.1�
�

0.9�

100.0

－　－�

集　計� 構成比(%) 集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

４　生活状況等�

①通院や買い物など外出する場合の移動手段（複数回答）�

　通院や買い物など外出する場合の移動手段についてみると、「自動車（人に乗せてもらう）」が25.9

％で、次いで「徒歩」が19.8％であった。�

通院や買い物など外出する場合の移動手段�

その他　社協の通院介助、配達、ゆとりバス、生協、近所の人にお金を出して頼んでる。デイサービス、ヘルパー、外

に出ない。�

0 20 40 60 80 100 120 140 160

1．徒歩�

2．自転車�

3．バイク�

4．自動車（自分で運転）�

5．自動車（人に乗せてもらう）�

6．汽車�

7．公共バス�

8．病院や施設のバス�

�

10．タクシー�

11．介護タクシー�

12．その他�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114�

　　　　　　26�

　　9�

　　　　　　　　　　　　　　　65�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 149�

　　　　　　　　　　　　　　　　　74�

　　　　　　　　35�

　　　　　　　　　　　　54�

0�

　　　　　　 29�

　3�

　　　12�

　5

9．電動カート・車イス�
（電動三輪車を含む）�

84�



その他　月１回ヤマト便の配達員や、近所の人に、変わった状況の時の安否確認依頼。カーテンが開かない、電気がつ

かない等。ヘルパー利用、デイサービスを利用、岩崎駐在所が定期的に訪問。�

1．大変苦しい�

2．やや苦しい�

3．普通�

4．ややゆとりがある�

5．大変ゆとりがある�

38�

91�

206�

14�

0�

6�

355

10.7�

25.6�

58.0�

4.0�

0.0�

1.7�

100.0�

�

1．家族等に定期的に電話をかける・もらう�

2．民生委員に連絡する・訪問してもらう�

3．民間のセキュリティーサービスを利用している�

4．福祉安心電話を設置している�

5．その他�

6．特に何もしていない・利用していない�

147�

29�

1�

27�

11�

161�

4�

380

38.7�

7.6�

0.2�

7.1�

2.9�

42.4�

1.1�

100.0

－　－�

②現在の経済的な面での暮らしむきについてどのように感じていますか�

　現在の経済的な面での暮らしむきについてみると、「普通」が58.0％を占めた。一方、「大変苦し

い」、「やや苦しい」を合わせて36.3％を占めた。�

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

安全確保、安否確認を兼ねて行っていること�

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

③安全確保、安否確認をかねて行っていること、利用されているサービスはありますか（複数回答）�

　安全確保、安否確認をかねて行っていること、利用されているサービスはありますかについてみる

と、「特に何もしていない」が42.4％、「家族等に定期的に電話をかける・もらう」が38.7％であった。�

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

1．家族等に定期的に電話をかける・もらう�

2．民生委員に連絡する・訪問してもらう�

3．民間のセキュリティーサービスを利用している�

4．福祉安心電話を設置している�

5．その他�

6．特に何もしていない・利用していない�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147�

　　　　 29�

1�

　　　　27�

　 11�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 161�

 4
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1．利用している�

2．利用していない�

22�

329�

4�

355

6.2�

92.7�

1.1�

100.0

1．毎日3食とっている�

2．ときどき(月1回～3回）3食とらない日がある�

3．1日1食から2食が多い�

4．その他�

304�

24�

22�

3�

2�

355

85.6�

6.8�

6.2�

0.8�

0.6�

100.0

1．庭づくりや畑の作業�

2．趣味活動（1以外）�

3．人との語らい�

4．行楽�

5．体操やスポーツ�

6．ペットの世話�

7．地域活動に参加する�

8．仕事をする�

9．講習会等に行く�

10．その他�

11．特にしていない�

203�

43�

145�

41�

41�

20�

79�

57�

11�

18�

45�

4�

707

28.7�

6.1�

20.5�

5.8�

5.8�

2.8�

11.2�

8.1�

1.5�

2.5�

6.4�

0.6�

100.0

－　－�

④定期的に食事を配達してくれるサービスを利用していますか。�

　定期的に食事を配達してくれるサービスを利用していますかについてみると「利用している」は

6.2％であった。�

⑤毎日の食事の状況�

　毎日の食事の状況についてみると、「毎日３食とっている」が85.6％を占めた。一方、「ときどき（月

１～３回）３食をとらない日がある」6.8％、「１日１食から２食が多い」6.2％みられた。�

⑥この１年間に、日中に、以下のような活動をされた日はありますか（複数回答）�

　この１年間に、日中に活動された日はありますかについてみると、「庭づくりや畑の仕事」28.7％

が最も多く、次いで「人との語らい」20.5％であった。一方、「特にしていない」6.4％であった。�

集　計� 構成比(%)

集　計� 構成比(%)

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

全体�

無回答�

全体�

無回答�
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1．不安を感じる�

2．ある程度不安を感じる�

3．不安を感じない�

48�

109�

188�

10�

355

13.5�

30.7�

53.0�

2.8�

100.0

1．玄関前�

2．玄関から道路まで�

3．屋根�

4．その他�

161�

185�

61�

23�

25�

455

35.4�

40.6�

13.4�

5.1�

5.5�

100.0

－　－�

この１年間に日中行った活動内容�

その他　生きがいに参加している、天気の良い日にウオーキングをしている、30～40分散歩している、冬は鉢花部屋

一杯に育てる、Ｎ響キエフコンサート年２回楽しんでいる、生活改善グループに参加している、温泉・脳教室

に参加している、十二湖でガイドをしている、山菜取りをしている。�

⑦消費者被害や詐欺などに対して不安を感じることがありますか。�

　消費者被害や詐欺に対する不安についてみると、「不安を感じない」53.0％、「ある程度不安を感じ

る」30.7％を占めた。�

⑧冬の除雪についておうかがいます。除雪が大変な場所はどこですか。（複数回答）�

　冬の除雪の大変な場所はどこですかについてみると、「玄関から道路まで」40.6％と「玄関前」

35.4％が大部分を占めていた。�

1．庭づくりや畑の作業�

2．趣味活動（1以外）�

3．人との語らい�

4．行楽�

5．体操やスポーツ�

6．ペットの世話�

7．地域活動に参加する�

8．仕事をする�

9．講習会等に行く�

10．その他�

11．特にしていない�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　203�

　　　　　　43�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145�

　　　　　　41�

　　　　　　41�

　　 20�

　　　　　　　　　　　　79�

　　　　　　　　57�

　11�

　　 18�

　　　　　　 45�

4

集　計� 構成比(%)

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

全体�

無回答�
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1．ある�

2．ない�

39�

312�

4�

355

11.0�

87.9�

1.1�

100.0

1．自分自身�

2．近所の人�

3．友人�

4．親戚�

5．業者の人�

6．その他�

290�

54�

7�

31�

7�

16�

6�

411

70.6�

13.1�

1.7�

7.5�

1.7�

3.9�

1.5�

100.0

－　－�

除雪が大変な場所�

その他　裏、駐車場、石段、車庫から道路、なし、車庫と自宅の間、屋根から下りる雪、軒下、家の裏（がけ）、裏庭、

裏口、自分の店の前の除雪が大変、屋根からの雪、冬期間は息子の家へいる�

⑨冬の除雪を業者の人に依頼したことはありますか�

　冬の除雪を業者の人に依頼したことはありますかについてみると、「ない」87.9％で「ある」11.0

％であった。�

⑩玄関前の除雪は主に誰が行っていますか（複数回答）�

　玄関前の除雪は主に誰が行っていますかについてみると、「自分自身」70.6％と大部分を占めてい

た。�

1．玄関前�

2．玄関から道路まで�

3．屋根�

4．その他�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 185�

　　　　　　　 61�

23�

 25

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�

集　計� 構成比(%)

全体�

無回答�
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－　－�

玄関前の除雪は主に誰が行っている�

その他　子ども、子どもの配偶者、長男、娘、同居人（義理の妹）、除雪機、福祉、孫、銀杏保育園の園長、除雪しな

い、冬期間は息子の家へいる、兄嫁。�

⑪ご自身が、以下の生活行動をされる際に、どのくらい困ることがありますか。�

　20種類の生活行動について困る程度を、2点（とても困る）、１点（少し困る）、０点（全く困らない）で回

答を求めた。未回答分については件数から除いた。その結果、２点（とても困る）と１点（少し困る）の合

計割合が高かった生活行動は、「電球の交換、部屋の模様替え、家の修繕」49.0％、「通院・外出」39.7％、

「買い物」35.5％、「食事の準備・調理・後始末」29.2％、「町内活動等」28.8％の順であった。�

1.自分自身�

2.近所の人�

3.友人�

4.親戚�

5.業者の人�

6.その他�

無回答�

生活行動（20種類）� 件数� ２点と１点の回答者の合計（％）�０点の回答者の合計（％）�

1．食事の準備・調理・後始末�

2．薬をのむ、はる、ぬる�

3．着替え�

4．洗顔�

5．歯磨き、入れ歯の管理�

6．つめきり�

7．洗髪�

8．排泄（トイレ）�

9．入浴�

10．体の向きをかえる・寝起き動作�

11．掃除�

12．洗濯�

13．買い物�

14．家の中の移動�

15．電球の交換、部屋の模様替え、家の修繕�

342�

335�

336�

345�

342�

344�

342�

342�

344�

344�

342�

342�

344�

345�

345

29.2�

17.0�

8.3�

8.1�

4.1�

10.8�

7.3�

10.2�

10.2�

10.8�

21.1�

7.3�

35.5�

14.5�

49.0

70.8�

83.0�

91.7�

91.9�

95.9�

89.2�

92.7�

89.8�

89.8�

89.2�

78.9�

92.7�

64.5�

85.5�

51.0

16．通院・外出�

17．預貯金の出し入れ�

18．公共料金の支払い�

19．町内会活動等�

20．お墓参り�

343�

345�

345�

340�

341

39.7�

19.7�

17.1�

28.8�

22.0

60.3�

80.3�

82.9�

71.2�

78.0
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                54�

 7�

        31�

 7�
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－　－�

全く困らない　　　　少し困る　　　　とても困る　　　　無回答�

0 50 100 150 200 250 300 350

1．食事の準備・調理・後始末�

2．薬をのむ、はる、ぬる�

3．着替え�

4．洗顔�

5．歯磨き、入れ歯の管理�

6．つめきり�

7．洗髪�

8．排泄（トイレ）�

9．入浴�

10．体の向きをかえる・寝起き動作�

11．掃除�

12．洗濯�

13．買い物�

14．家の中の移動�

15．電球の交換、部屋の模様替え、家の修繕�

16．通院・外出�

17．預貯金の出し入れ�

18．公共料金の支払い�

19．町内会活動等�

20．お墓参り�
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176�
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 4�
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                        61�
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        22
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11�
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 12�

 11�
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12�
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  19�

     26�

        33�

                  59�

     26�
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                 54�

             45�

                       71�
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1．話し相手、困ったと�

　きの相談相手�

2．買い物支援�

�

3．外出支援�

4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

6．通院の支援�

59�

�

75�
�

29�

5�

5�

86

10.4�

�

13.2�

�
5.1�

0.9�

0.9�

15.2

111�

�

9�
�

2�

170�

15�

566�

�

19.6�

�

1.6�

�
0.4�

30.0�

2.7�

100.0

－　－�

５　生活支援について�

①今後、利用してみたいと考えるサービスはありますか。（3択回答）�

　今後利用してみたいと考えるサービスはありますかについてみると、「緊急時にかけつけてくれる

サービス」19.6％、「通院の支援」15.2％、「買い物支援」13.2％の順であった。一方、「特になし」

が30.0％を占めた。�

今後、利用してみたいサービス�

その他　十二湖散策等�

全体�

無回答�

集　計� 構成比(%)

7．緊急時にかけつけて�

　くれるサービス�

8．余暇・レクリエーシ�

　ョンサービス�

9．その他�

10．特になし�

集　計� 構成比(%)

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

1．話し相手、困ったときの相談相手�

2．買い物支援�

3．外出支援�

4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

6．通院の支援�

7．緊急時にかけつけてくれるサービス�

8．余暇・レクリエーションサービス�

9．その他�

10．特になし�

無回答�

　　　　　　　　　　59�

　　　　　　　　　　　　　75�

　　　　　29�

 5�

 5�

　　　　　　　　　　　　　　　86�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111�

　 9�

2�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 170�

　　15�

�

91�



－　－�

②優先順位�

　上記のサービスでの優先順位についてみると、１番目は「緊急時にかけつけてくれるサービス」

41.8％で、「話し相手、困ったときの相談相手」17.7％、「買い物支援」17.1％及び「通院の支援」

15.8％が占めていた。�

　２番目は「通院の支援」33.3％、「買い物支援」24.8％、「緊急時にかけつけてくれるサービス」

17.1％が占めていた。�

　３番目は「通院の支援」19.0％、「緊急時にかけつけてくれるサービス」及び「外出支援」17.9％

が占めていた。�

１番目　　　２番目　　　３番目�

0 10 20 30 40 50 60 70

1．話し相手、困ったときの相談相手�

2．買い物支援�

3．外出支援�

4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

6．通院の支援�

7．緊急時にかけつけてくれるサービス�

8．余暇・レクリエーションサービス�

9．その他�

            10�
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                   15�

      5�

   3�

                    16�

                   15�

        7�

1

                   15�

                                      29�

        7�

 2�

  3�

                                                    39�

                          20�

 2

                                     28�

                                   27�

       6�

1�

  2�

                                 25�

                                                                                        66�

 2�

1
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－　－�

１番目�

1．話し相手、困ったと�

　きの相談相手�

2．買い物支援�

�

3．外出支援�

�
4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

28�

�

27�

�

6�

�
1�

2

17.7�

�

17.1�

�

3.8�

�
0.6�

1.3

25�

�

66�

�

2�

�
1�

158

17.7�

�

17.1�

�

3.8�

�
0.6�

1.3

6．通院の支援�
�

7．緊急時にかけつけて�

　くれるサービス�

8．余暇・レクリエーシ�

　ョンサービス�

9．その他�

・１番目�

集　計� 構成比(%) 集　計� 構成比(%)

全体�

緊急時にかけつけてくれるサービス�

話し相手、困ったときの相談相手�

買い物支援�

通院の支援�

外出支援�

お薬の管理�

余暇・レクリエーションサービス�

契約・交渉等の支援�

その他�
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 2�
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1�

93�



－　－�

・２番目�

1．話し相手、困ったと�

　きの相談相手�

2．買い物支援�

�

3．外出支援�

�
4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

15�

�

29�

�

7�

�
2�

3�

�

12.8�

�

24.8�

�

6.0�

�
1.7�

2.6

39�

�

20�

�

2�
�

0�

117

33.3�

�

17.1�

�

1.7�
�

0.0�

100.0

6．通院の支援�
�

7．緊急時にかけつけて�

　くれるサービス�

8．余暇・レクリエーシ�

　ョンサービス�

9．その他�

集　計� 構成比(%) 集　計� 構成比(%)

全体�

２番目�

通院の支援�

買い物支援�

緊急時にかけつけてくれるサービス�

話し相手、困ったときの相談相手�

外出支援�

お薬の管理�

余暇・レクリエーションサービス�

契約・交渉等の支援�

その他�
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・３番目�

1．話し相手、困ったと�

　きの相談相手�

2．買い物支援�

�

3．外出支援�

�
4．契約・交渉等の支援�

5．お薬の管理�

10�

�

12�

�

15�

�
5�

3

11.9�

�

14.3�

�

17.9�
�

5.9�

3.6

16�

�

15�

�

7�

�
1�

84

19.0�

�

17.9�

�

8.3�

�
1.2�

100.0

6．通院の支援�
�

7．緊急時にかけつけて�

　くれるサービス�

8．余暇・レクリエーシ�

　ョンサービス�

9．その他�

集　計� 構成比(%) 集　計� 構成比(%)

全体�

３番目�

通院の支援�

緊急時にかけつけてくれるサービス�

外出支援�

買い物支援�

話し相手、困ったときの相談相手�

余暇・レクリエーションサービス�

契約・交渉等の支援�

お薬の管理�

その他�
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－　－�

③前の質問で利用してみたいと回答したサービスについておうかがいします。利用する場合に、重視

する条件はどれですか。（複数回答）�

　前の質問で利用してみたいと回答したサービスについておうかがいします。利用する場合に、重視

する条件はどれですかについてみると、「好きな時に利用できる」16.8％、「経済的負担が少ないこ

と」14.1％件で、「プライバシーが守れること」11.0％と占めている。�

一方、「特になし」も24.4％であった。�

重視する条件�

1.好きな時に利用できる�

2.経済的負担が少ないこと�

3.プライバシーが守れること�

4.いつでも利用を拒否できること�

5.できる限り同じ人がかかわってくれること�

6.役場や病院とよく連絡をとってくれること�

7.その他�

8.特になし�

無回答�

　　　　　　　　　　　　　　　　　95�

　　　　　　　　　　　　　　 80�

　　　　　　　　　　　62�

　　　 19�

　　　　　　　　　　55�

　　　　　　　　　　53�

0�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　138�

　　　　　　　　　　　 64

1．好きな時に利用できる�

2．経済的負担が少ないこと�

3．プライバシーが守られること�

4．いつでも利用を拒否できること�

5．できる限り同じ人がかかわってくれること�

6．役場や病院とよく連絡をとってくれること�

7．その他�

8．特になし�

95�

80�

62�

19�

55�

53�

0�

138�

64�

566

16.8�

14.1�

11.0�

3.3�

9.7�

9.4�

0.0�

24.4�

11.3�

100.0

無回答�

全体�

集　計� 構成比(%)

96�



1．家族等の手助けや、公的、民間サー�

　ビスを利用して自宅で生活したい�

2．家族・親族等と同居したい�

3．病院に入院したい�

4．介護が受けられる施設で生活したい�

5．その他�

6．わからない�

66�
�

32�

19�

112�

1�

114�

11�

355

18.6�

�
9.0�

5.4�

31.5�

0.3�

32.1�

3.1�

100.0

－　－�

④将来、病気になったり手助けが必要になった場合には、どのように生活をしていきたいですか。�

　将来、病気になったり手助けが必要になった場合には、どうように生活をしていきたいですかにつ

いてみると、「わからない」32.1％と最も高く、次いで「介護が受けられる施設で生活したい」31.5％、

「家族等の手助けや、公的、民間サービスを利用して自宅で生活したい」18.6％の順であった。�

全体�

無回答�

集　計� 構成比(%)
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－　－�

６　現在の生活の中で不安に思っていることはありますか。（自由回答）�

�

・80歳すぎたので深刻に考える。�

・足が不自由で困っています。座るときと立つときに困っています。�

・家の前の雪片づけないと、家事などあった時、大変困ります。家の前は長いし幅も広いので、出来

れば小さいブルを週に１回でもお願いします。�

・医者が少ない�

・今の所は不安に思う事がなかったのですが、年齢が年齢なので考えさせることもあります。今回の

調査ありがとうございます。�

・今は自分の事はできますが、これからの先、心配です。誰にも迷惑かけず自分の家で（コロリ）願

っているのですが、誰も悩まないですよね？�

・今はバスでゆとりに行っています。ゆとりに行けなくなれば、デイサービス利用すると思っていま

す。その時、自分１人で決めてもいいのか。�

・大雪が降った時の除雪。自然災害等が起きた時の対処。�

・大雪の時の除雪�

・お金がないこと�

・お世話になっております。病気の時は娘が見てくれることになっておりますが、今のところは一人

で生活できるように頑張っております。なるべく迷惑をかけないように生活をしてゆくつもりです。

今後ともよろしくお願いたします。買い物などは病院への帰りに、そして親類の方々が買って来て

くれますので、また、近くに商店もありますので、皆様にお世話になっております。屋根の雪です

が、隣の家が少し遠いので雪止めを外しました。今は自然に雪が落ちますので心配です。娘の孫が

たまに電話をよこてくれます。ヤクルトの渋谷さんが１週間に１回来てくれます。親類の方は毎日

のように会いますが、今は寒いので３日に１回位あっております。�

・夫が介護施設で生活している。夫の体力低下や入院などで心配が多い。自分自身の体力や、判断能

力の低下、自分で運転できない時の通院に対する不安。家の片づけ（家財など）�

・介護施設で生活したいが、年金が少ないため心配。�

・急に体調が悪くなった時が不安�

・急に悪くなって電話も近所の方にも連絡がとれないのが一番心配です。�

・緊急時に、すぐかけつけてくれる人がいないこと。（約立つ人がいないこと）�

・緊急時に誰もかけつけてくれる人がいないのが、一番不安です。孤独死になるかもと不安です。�

・経済的な生活不安�

・現在のところ、これといって持病もなく生活しております。�

・高齢者支援のご高配感謝申し上げます。老後破産予備軍の希望は①老後の暮らしはどうすべきだ（方

策）のお話を聞ければありがたい。自宅、集会所いずれでも良い。②公的・民間サービスの利用の

仕方�

・高齢者も１人暮らしができやすいような町づくり�

・孤独死�

・子供がいない為、今後が不安です。�

・猿が家や庭や畑にくるので困る。どうかしてください。�

・地震時に避難するための道路が欲しい。家の後が崖で逃げる場所と手段がない。�
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・親戚が深浦にいないため、何かがあったときは介護してもらうようにしてもらいたいです。�

・身体の方は、まだ今の所あまり心配ないけど、年金から年金までの２ヶ月間。電気水道ガス生活費、

納税等と年金生活で不足して大変です。最悪の時は、子どもより１，２万と借りて時を過ごしてい

る。働いているときは、こんなに、つらい思いがなかったが、当地や田、山、買う方でもあればと

思い、１日１日と１人淋しく時を過ごすだけです。�

・生活用品の買出し2,000円以上でないと配達が出来ないこと。私たち高齢者にはタクシー代も痛い

所です。身勝手な話しで申し訳ありませんがよろしくお願い致します。�

・大病気になったとき�

・だんだん体の自由がきかなくなってきているので、いつまでも１人で暮らせるか、考えるとみんな

不安になります。�

・通院するための移動に困っている。�

・月に１回、町からお知らせ等をヤマト運輸にお届けしておりますが、毎日、田畑仕事で元気な声を

お聞かせ出来ない事は本当に申し訳ありません。一人暮らしで同居されている方が、いないです。�

・特に不安に思うことはありません。毎日を大事に生きてこられたことに感謝しております。ただ世

間様にご迷惑のかけぬよう猫たちよりは先には逝けないと思って頑張っております。�

・突然のケガや病気になったとき、出来るだけ自宅で暮らしたいと思っています。�

・日常生活動作が出来ない、それに認知があれば施設入所になると思います。現在は住み慣れた所で、

近所の人達と仲良くし、四季折々の空気を吸って自由に過ごしたいと思っております。それには健

康でないといけませんので、十分気を付けて一日も長く思っております。どうぞ、今後ともよろし

くお願いいたします。�

・日常生活の中で、病院、薬局が無いので困っています。�

・乳がん、腎臓がん手術をしているため、いつどのようになるか不安です。�

・認知症にならないように生活している。�

・年金が足りないのが不安。�

・年金が減っていること�

・年金暮らしで足りない分を、主に息子から援助してもらっているが、年金だけで暮らせるようにな

ればと願っています。無理な話ですが。�

・年金のみで生活するのは厳しい�

・一つお願いがあります。これから雪が多くなるので、捨てるのが困ります。道路まで家の前から道

路までは、どうにか捨てることができますが、雪投げが道路の脇に車が停める位、開いています。

そこに雪を捨てていきます。車が入ることができません。そこで役場にお願いしましたが、考えて

みると言ったきりです。それで役場にいってくれるようにお願いします。家の脇はすぐ田んぼです。�

・一人暮らしが寂しい。�

・一人暮らしなので、いつ何が起こるか、分からないので不安です。�

・一人暮らしなので、夜が心配です。熊が怖いです。�

・１人暮らしのため、いつ、どこでどうなるか？日中でなく夜中に急に具合が悪くなれば？とか。一

人暮らしの高齢者宅には行政とか社会福祉協議会とかにでも直通できる「安心電話、福祉電話」が

有ればいいと思う。ボタン押せば誰かが気づくシステムであればいい。離れている子どもも助かる

ので…。�

・１人暮らしの為、今後が心配�
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・１人暮らしの為、病気になったら困る。�

・一人暮らしの老人が車もなくて買物ができないマグロなんて深浦でみたこともない、鰺ヶ沢へ行く

と深浦の魚を売っているのです。早くなんとかして欲しいです。�

・一人でいる時に、具合が悪くなったら不安です。�

・病院に通うのが大変。�

・病気して働けなくなったので、収入がなく困っています。�

・病気になって、１人で生活できなくなったらどうしようかと不安になる。�

・病気になり、動けなくなった時が不安�

・冬期間は屋内のみの生活が多くなるので、運動不足による種々の不安感はある。又、訪ねてくれる

人も冬期間は疎遠になるため、一人の時間が多くなる。�

・古い家になって近所に迷惑するかとの思いでいっぱいです。�

・歩行不安定。夫が亡くなり一人で不安。�

・毎月ありがとうございます。クロネコの人とも話が出来るし、楽しみにしています。これからもよ

ろしくお願いします。�

・目が不自由なので、読み書きできないこと。�

・屋根の修理�

・屋根の修理をしてほしい。冬期間だけでも施設で生活したい。�

・屋根の雪が近隣に落ちた時に雪かきを要求される。�

・雪が多いときは、雪かきが大変だなあと思います。大きな鉢など重い物を持つのが不安です。掃除

をするのが大変だなあと思うようになりました。�

・夜になると家の周りが暗くて不安なので、近くに外灯をつけて欲しいです。�

・老後の事が１番の心配です。近くに身内がいませんので、とても心配です。�

・老先短くなった私にとっては、そろそろ考えなければならない事ですが、今のところ、まだ詳しい

ことは考えられません。体の自由が利かなくなった場合は面倒をかけたくないし、考えておく必要

があると思いました。�

（順不同）�
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７　調査結果（要約）�

・一人暮らし高齢者が日常生活で困っていること�

　自立、要支援、要介護の在宅一人暮らし高齢者355件のデータより、一人暮らし高齢者が日常生活

の中で困っていることが明らかになった。�

　第１に、「電球の交換、部屋の模様がえ、家の修繕」49.0％であった。自宅内で間歇的に発生する

活動であり、かつ高所に登ることや、重い物を移動するといった運動能力が求められる活動であると

考えられる。加えて、「掃除」21.1％、「食事の準備・調理・後始末」29.2％といった毎日の生活の

中で発生する生活行動が挙げられた。�

　第２に、「買い物」35.5％、「通院・外出」39.7％といった外出に伴う生活活動であった。一人で

出かける際の不安感や、外出先での対応、持ち帰る荷物の重さや交通機関の不便さといったことがそ

の内容であると推測された。�

　第３に、「町内会活動等」28.8％が挙げられた。一人暮らし高齢者は、町内会に所属している意義

は感じているものの、参加することが億劫に感じることや、集会施設等への移動等が大変であると推

測された。�

�

・今後、利用してみたいサービスとその条件�

　日常生活で困っていることを踏まえ、今後利用してみたいと考えるサービスについては、「緊急時

にかけつけてくれるサービス」41.8％、「話し相手、困ったときの相談相手」17.7％、「買い物支援」

17.1％、「通院の支援」15.8％が高い割合となっていた。一人暮らし高齢者にとって身体状況に関わ

らず、切実な支援ニーズであることが明らかになった。一人暮らしの孤立感を解消すること、困った

ときの相談相手が確保できることといったことへの支援は重要であると考えられた。�

　また、「特になし」の回答割合が非常に高い傾向にあった。今のところは、まだ、元気で大丈夫な

のでと推測された。�

　一方、サービスを利用する際に重視する条件については、具体的な回答では、「好きな時に利用で

きる」16.8％「経済的負担が少ないこと」14.1％「プライバシーが守られること」11.0％が挙げられ

た。�

�

・家族や友人との交流状況�

　一人暮らし高齢者が、最もよく会う親族と会う頻度についてみると、「毎日」と「週に１、２回程

度」の合計が45.0％を占めていた。�

　近所や友人との付き合いについても「している（週１回以上）」、「ときどきする（月１～３回）」の

合計が88.8％を占めていた。�

　こうした一方で、身内（親族）や友人と会ったり、付き合いが少ない一人暮らし高齢者もわずかで

はあるが見られた。�

�

・病気のときや、一人ではできないことについて、頼める人�

　一人暮らし高齢者が、病気や一人ではできないことについて、頼める人として挙げたのは、「親戚」

31.7％及び「別居の家族」29.1％が多く、主に身内となっていた。「友人」11.7％、「近所の人」

15.6％であった。�

　こうした一方で、頼める人が「いない」が4.7％であった。�
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・この１年間に日中、行った活動�

　この１年間に行った活動内容についてみると、「庭づくりや畑の作業」28.7％が最も多く、「人と

の語らい」20.5％が挙げられた。�

　一方で、「特に何もしていない」という回答も6.4％みられた。�

�

・冬の除雪について�

　冬の除雪が大変な場所についてみると、「玄関」及び「玄関から道路まで」76.0％で大部分を占め

ていた。また、業者に依頼したことはありますかについてみると、「ない」が87.9％であった。それ

に伴い、除雪は主に誰が行っていますかについてみると、「自分自身」が70.9％と占めたが、「近所

の人」も13.1％を占めていた。�

�

・将来の生活場所�

　将来、病気になったり手助けが必要になった場合の生活場所に対する希望についてみると、「介護

が受けられる施設で生活したい」が31.5％を占めた。家族等に余り迷惑をかけたくないと推測された。

「家族、親戚等と同居したい」は9.0％程度にとどまった。�

　一方、「家族等の手助けや、公的、民間サービスを利用して自宅で生活したい」が18.6％、「病院

に入院したい」5.4％を占めた。また、「わからない」が32.1％を占めた。�

�

102



－　 －�

社会福祉法（抄）／抜粋�
�

（福祉サービスの基本的理念） �

第３条　福祉サービスは、個人の尊厳の保持を旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心身と

もに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支

援するものとして、良質かつ適切なものでなければならない。 �

�

（地域福祉の推進） �

第４条　地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者は、

相互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営

み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が与えられるように、地域福祉の

推進に努めなければならない。 �

�

（福祉サービスの提供の原則） �

第５条　社会福祉を目的とする事業を経営する者は、その提供する多様な福祉サービスについて、利

用者の意向を十分に尊重し、かつ、保健医療サービスその他の関連するサービスとの有機的な連携

を図るよう創意工夫を行いつつ、これを総合的に提供することができるようにその事業の実施に努

めなければならない。 �

�

（福祉サービスの提供体制の確保等に関する国及び地方公共団体の責務） �

第６条　国及び地方公共団体は、社会福祉を目的とする事業を経営する者と協力して、社会福祉を目

的とする事業の広範かつ計画的な実施が図られるよう、福祉サービスを提供する体制の確保に関す

る施策、福祉サービスの適切な利用の推進に関する施策その他の必要な各般の措置を講じなければ

ならない。 �

�

（経営の原則等） �

第２４条　社会福祉法人は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ

適正に行うため、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の

向上及び事業経営の透明性の確保を図らなければならない。 �

�

（福祉サービスの質の向上のための措置等） �

第７８条　社会福祉事業の経営者は、自らその提供する福祉サービスの質の評価を行うことその他の

措置を講ずることにより、常に福祉サービスを受ける者の立場に立つて良質かつ適切な福祉サービ

スを提供するよう努めなければならない。 �

２　国は、社会福祉事業の経営者が行う福祉サービスの質の向上のための措置を援助するために、福

祉サービスの質の公正かつ適切な評価の実施に資するための措置を講ずるよう努めなければならな

い。 �

 �

（福祉サービス利用援助事業の実施に当たつての配慮） �

第８０条　福祉サービス利用援助事業を行う者は、当該事業を行うに当たつては、利用者の意向を十�
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　分に尊重するとともに、利用者の立場に立つて公正かつ適切な方法により行わなければならない。 �

�

（都道府県社会福祉協議会の行う福祉サービス利用援助事業等） �

第８１条　都道府県社会福祉協議会は、第１１０条第１項各号に掲げる事業を行うほか、福祉サービ

ス利用援助事業を行う市町村社会福祉協議会その他の者と協力して都道府県の区域内においてあま

ねく福祉サービス利用援助事業が実施されるために必要な事業を行うとともに、これと併せて、当

該事業に従事する者の資質の向上のための事業並びに福祉サービス利用援助事業に関する普及及び

啓発を行うものとする。 �

�

（社会福祉事業の経営者による苦情の解決） �

第８２条　社会福祉事業の経営者は、常に、その提供する福祉サービスについて、利用者等からの苦

情の適切な解決に努めなければならない。 �

�

（運営適正化委員会） �

第８３条　都道府県の区域内において、福祉サービス利用援助事業の適正な運営を確保するとともに、

福祉サービスに関する利用者等からの苦情を適切に解決するため、都道府県社会福祉協議会に、人

格が高潔であつて、社会福祉に関する識見を有し、かつ、社会福祉、法律又は医療に関し学識経験

を有する者で構成される運営適正化委員会を置くものとする。 �

�

（市町村地域福祉計画） �

第１０７条　市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以

下「市町村地域福祉計画」という。）を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、住民、

社会福祉を目的とする事業を経営する者その他社会福祉に関する活動を行う者の意見を反映させる

ために必要な措置を講ずるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとする。 �

　１．地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項 �

　２．地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項 �

　３．地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項 �

�

（都道府県地域福祉支援計画） �

第１０８条　都道府県は、市町村地域福祉計画の達成に資するために、各市町村を通ずる広域的な見

地から、市町村の地域福祉の支援に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下

「都道府県地域福祉支援計画」という。）を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、

公聴会の開催等住民その他の者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めるとともに、

その内容を公表するよう努めるものとする。 �

　１．市町村の地域福祉の推進を支援するための基本的方針に関する事項 �

　２．社会福祉を目的とする事業に従事する者の確保又は資質の向上に関する事項 �

３．福祉サービスの適切な利用の推進及び社会福祉を目的とする事業の健全な発達のための基盤整

備に関する事項 �

�

�
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（市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会） �

第１０９条　市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の２以上の市町村の区域内において次

に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であつて、その区域内

における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者が参加し、か

つ、指定都市にあつてはその区域内における地区社会福祉協議会の過半数及び社会福祉事業又は更

生保護事業を経営する者の過半数が、指定都市以外の市及び町村にあつてはその区域内における社

会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半数が参加するものとする。 �

　１．社会福祉を目的とする事業の企画及び実施 �

　２．社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助 �

　３．社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成 �

　４．前３号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業 �

２　地区社会福祉協議会は、１又は２以上の区（地方自治法第２５２条の２０に規定する区をいう。）

の区域内において前項各号に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする

団体であつて、その区域内における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関する

活動を行う者が参加し、かつ、その区域内において社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の

過半数が参加するものとする。 �

３　市町村社会福祉協議会のうち、指定都市の区域を単位とするものは、第１項各号に掲げる事業の

ほか、その区域内における地区社会福祉協議会の相互の連絡及び事業の調整の事業を行うものとす

る。 �

４　市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会は、広域的に事業を実施することにより効果的な

運営が見込まれる場合には、その区域を越えて第１項各号に掲げる事業を実施することができる。 �

５　関係行政庁の職員は、市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会の役員となることができる。

ただし、役員の総数の５分の１を超えてはならない。 �

６　市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会は、社会福祉を目的とする事業を経営する者又は

社会福祉に関する活動を行う者から参加の申出があつたときは、正当な理由がなければ、これを拒

んではならない。 
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深浦町地域福祉活動計画策定委員会設置要綱�
�

（目　的）�

第１条　この策定委員会は深浦町社会福祉協議会（以下「社協」という。）が行う地域福祉活動計画

を策定することを目的とする。�

�

（名　称）�

第２条　この委員会は、深浦町地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員会」という。）と称する。�

�

（組　織）�

第３条　委員会は、委員１５名以内をもって構成し、委員は次の各号のうちから社協会長が委嘱する。 �

　（１）住民(組織)代表�

　（２）関係行政機関�

　（３）関係専門機関、施設�

　（４）福祉関係団体�

　（５）学識経験者�

　（６）社協�

　（７）その他�

�

（任　期）�

第４条　委員の任期は２年とする。�

�

（運　営）�

第５条　委員会には委員長及び副委員長１名を置く。�

　２　委員長及び副委員長は委員の互選とする。�

　３　委員長は会務を統括する。�

　４　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。�

　５　委員会は委員長が召集し、その議長となる。�

�

（関係者の出席要求）�

第６条　委員会が必要と認めるときは、関係者の出席を求め説明及び意見を聴くことができる。�

�

（事務局）�

第７条　委員会の事務局は社協内に置く。�

�

（雑　則）�

第８条　この要綱に定めのない事項について必要があるときは、委員長がこれを定める。�

�

附　則�

　　この要綱は平成２３年１２月１日から施行する。�
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深浦町地域福祉活動計画策定委員会委員名簿�

№�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

�

所属団体等役職� 委 員 氏 名� 備　考�

一般町民�

一般町民�

一般町民�

深浦町行政連絡員会長�

深浦町連合婦人会長�

深浦町民生児童委員協議会長�

深浦町老人クラブ連合会長�

深浦町地域包括ケアセンター参事�

福祉施設代表�

深浦町教育委員会課長�

深浦町福祉課長補佐�

深浦町社会福祉協議会理事�

深浦町社会福祉協議会評議員�

深浦町社会福祉協議会分会長�

深浦町社会福祉協議会事務局長�

�

大　高　範　子�

齊　藤　のぞみ�

佐　藤　靖　子�

菊　池　　　孝�

宮　本　千恵子�

堀　内　カ　ツ�

草　野　力　丸�

薮　崎　修　子�

本　間　和　夫�

黒　滝　秀　晴�

堀　内　美奈子�

棟　方　廣　之�

堀　内　不二男�

泉　谷　信　義�

工　藤　清　典�

�

副委員長�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

委員長�

�
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深浦町社会福祉協議会組織図�

理事会�

会�長（理事）／�１名 �

副会長（理事）／�１名 �

理�事� ／�８名 �

監事会�

監�事�／�３名�

・総務係 �

・地域福祉係 �

・介護保険係 �

訪問介護事業所 �

訪問入浴介護事業所 �

居宅介護支援事業所 �

障害福祉サービス事業所 �

事務局�

・総務委員会 �

・事業委員会 �

・生活福祉資金貸付調査委員会�

・ボランティア活動推進協議会 �

・福祉サービス苦情解決 �

第三者委員会 �

・地域福祉活動計画策定委員会 �

委員会等�

評議員�／�２５名 �

評議員会�

分会長�／�３５名 �

社協地区分会�

・深浦町社会福祉法人等連絡会 �

・深浦町老人クラブ連合会 �

・深浦町身体障害者福祉会 �

・深浦町母子寡婦福祉会 �

・共同募金会 �

深浦町共同募金委員会 �

福祉団体事務局�

住　民�

事
務
局
長
�

事
務
局
次
長
�
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　社会福祉及び社会福祉協議会の「社」を図案化し�

「手を取りあって明るい幸せな社会を建設する姿」�

を表現したものです。�

社協のシンボルマーク�

第２次 深浦町地域福祉活動計画書�

発行日　　平成３０年３月�

発　行　　社会福祉法人深浦町社会福祉協議会�

　　　　　〒０３８－２３２４�

　　　　　青森県西津軽郡深浦町大字深浦字中沢３４－１�

　　　　　深浦町フィットネスプラザ「ゆとり」内�

　　　　　ＴＥＬ ０１７３－７４－３１１１�

　　　　　ＦＡＸ ０１７３－７４－４４８８�




